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は じ め に 

 

 

 本ブックレットは、2015年11月10日に連合と連合総研の共催により開催された「地域再生シン

ポジウム 地域は活きている－結び目としての労働組合－」の記録集です。 

 

 連合総研は、2012年に「地域再生をめざす産業・労働政策と労働組合の役割に関する研究委員

会」を設置しました。グローバリゼーションの進展やポスト３.11の枠組み変化のもとで、地域か

らの復興・再生がますます重要な課題になっていることを背景に、この研究委員会では、いくつ

かの地域を対象として、地域における産業政策や労働政策の策定とその具体化に関する事例研究

を行ってきました。とりわけ、そのなかで労働組合が果たすべき役割について明らかにするため、

異なるタイプの山形・石川・島根の３地域を選び出し、それぞれの地域における地方連合会ある

いは地方総研との共同プロジェクトを立ち上げました。各地域プロジェクトでは、活動実態や生

活意識等を把握するためにヒアリング等の調査を実施し、まとめに向けた検討を進めました。こ

うした過程を経て得られた各地域プロジェクトの研究成果は、報告書としてまとめられ（山形プ

ロジェクトは既刊、石川プロジェクトおよび島根プロジェクトは近刊）、研究委員会のなかでもこ

れらの成果を共有してきたところです。 

 

 一方、連合においては「地域に顔のみえる労働運動」を基本的な考え方として、この間、政府

の「地方創生」への対応にも取り組んできました。現在、47都道府県の地方連合会および260の地

域協議会を中心に、地方自治体の総合戦略の策定および実行にも積極的に関与しています。しか

し最も重要なことは、地域で働く人びと、暮らす人びとが主体となって、そのニーズに対応し、

地域の特性を活かした地域再生のあり方を自ら見つけ、実践していくことです。 

 

 本シンポジウムでは、連合総研の各地域プロジェクトで研究成果が得られた連合山形、連合石

川、連合島根にくわえて、全国的にも先進的な地域活動を進めている連合徳島、連合新潟中越地

協からも事例を報告いただきました。地方連合会、地域協議会に限らず、多くの皆さまに、地域

再生をめざす労働組合の役割、すなわち労働組合が地域のコーディネーターとしての役割をいか

に担うかを考えていただくうえでも大変よい機会になったと確信しております。 

 

 最後に、本シンポジウムを開催するにあたり、お世話になりました関係の皆さま方に厚くお礼

申し上げます。 

 

 

2016年３月 

                   公益財団法人 連合総合生活開発研究所 

                      所 長  中 城  吉 郎 
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■と き ２０１５年１１月１０日（火） 

■ところ 全電通労働会館 多目的ホール 

■共 催 日本労働組合総連合会 
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★開会 16：00 

○16:00～  主催者代表挨拶 

               逢見 直人 連合事務局長 

○16:05～  講演「地方創生・人口減少克服に向けて」 

               山崎 史郎 内閣官房まち・ひと・しごと創生本部 

                                 地方創生総括官 

○16:30～  パネルディスカッション 

        パネラー   井上 正則 電機連合西奥羽地方協議会事務局長 

               船塚 俊克 連合石川副会長 

               錦織 泰治 連合島根副事務局長 

               吉野 泰甲 連合徳島副会長 

               小林  守 連合新潟中越地域協議会事務局長 

               下田 祐二 連合組織拡大・組織対策局長 

        コメンテーター 

               呉  学殊 労働政策研究・研修機構主任研究員 

        コーディネーター 

               小島  茂 連合総研副所長 

 

○18:30～  閉会挨拶   

          中城 吉郎 連合総研所長 

 

★閉会 18:30 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

地方創生・人口減少克服に向けて 

 
 

 

山崎 史郎 内閣官房まち・ひと・しごと創生本部地方創生総括官 

 

 

地方創生の背景 

 皆さん、こんにちは。まち・ひと・しごと創

生本部の総括官の山崎でございます。今日は連

合と連合総研のシンポジウムにお招きいただき

まして、大変光栄に存じております。 

 お手元にシンポジウムの資料がございますが、

最近、各自治体における地方版総合戦略のいろ

いろないい事例が出てまいりましたので、それ

を入れております。これは後でご覧になってい

ただきたいと思いますが、私のほうはパワーポ

イントを使いまして、全体的な大きな流れをご

紹介できればと思っております。 

 それでは、少しポイントを絞ってお話をした

いと思います。この時期にまさに地方創生の問

題を取り上げたのは、人口減少という人口の大

変動期を迎えたことが一番大きな背景だと思っ

ています。このままでいきますと、もしかした

ら地方の多くが消滅するのではないか。そして、

いずれ日本全体が衰退するのではないか。最先

端にある地方を活性化するのは大変大事なので、

地域の活性化のいろいろな取り組みが日本全体

の創生にまさしく結びついていくことを期待し

ています。 

 

国の長期ビジョンと総合戦略の４分野 

 まず政策の内容から少しお話をしたいと思い

ます。昨年末になりますが、私どものほうで国

としての長期ビジョンと総合戦略を定めました。

長期ビジョンでは、50年ぐらい後の、2060年に

１億人程度の人口を確保することを大きな目標

に置いています。そのためには人口減少の歯止

講 演 
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め、今まさに希望出生率という言葉があります

が、これを実現しながら出生率を高めていくこ

と。そしてもう１つは、日本の場合、東京への

一極集中で若者が大変集まっています。昨年の

データでいきますと、東京圏は年間で11万人の

入超ですが、この大半は10代と20代の若者です。

これが続く限りにおいて、少子化の問題は解決

しないのではないかということで、東京一極集

中の問題も大きな課題として取り上げているわ

けです。 

 そのうえで４つの大きな分野をテーマとして

持っています。2020年のオリンピックまでのま

さに第１期になりますけれども、2015年から20

19年までの５ヵ年間の目標を定めていまして、

１つは仕事です。地方に安定した雇用をつくる。

若者がまさに希望し得るような雇用をつくって

いき、５年間で30万人の雇用を１つの目標に置

いています。２つ目が地方への新しい人の流れ

です。雇用もつくりながら、2020年段階におい

て、東京圏への11万人の入超を均衡させる方向

でいきたいというのが２つ目の目標。そして、

３つ目の目標が、東京も含めて、若い人が希望

どおり結婚し、出産し、子育てができる。こう

いう希望をかなえるという取り組み。最後が人

口減少も視野に置き、時代に合ったまちをつく

っていくというまちづくりの問題。こういう大

きな４本の柱を置いています。 

 個別施策は各省にすべてまたがる形になって

います。今回の地方創生が目指しているのは、

縦割りをやめようということで、総合戦略はま

さにそこに力を入れているわけです。分野ごと

に、例えば仕事関係でいきますと、農林水産と

か、観光、さらにいろいろな産業施設、こうい

ったものを横串を通しながら展開する。人の流

れでいきますと、地方への移住とか、企業の地

方移転、地方大学の活性化といったものを組み

合わせながら取り組む。そして、若者の結婚・

出産・子育てという関係でいきますと、経済安

定、ワーク・ライフ・バランスなどに取り組む。

最後がまさにまちづくり、というふうになりま

す。これらの分野は、まさしく連合をはじめと

する労働組合、働く人たちの関係に非常に影響

がありまして、むしろ今回の地方創生の取り組

みに積極的に参加していただきたいという気持

ちを持っています。 

 

地方版人口ビジョンと総合戦略での重点 

 国が長期ビジョンを定め、総合戦略を決めま

して、それを踏まえて、今、全都道府県および

全市町村で地方版の地方人口ビジョンと地方版

総合戦略の策定に入っています。地方人口ビジ

ョンと地方版総合戦略は、10月末段階で、県で

いきますと８割程度が策定を終えていますし、

市町村では４割ぐらいになっています。今年度

中に全部策定していくようにお願いをしていま

して、そういう方向で動いています。 

 地方の人口ビジョンと地方版総合戦略ではど

の辺を重視しているかということで、５つほど

挙げさせていただきました。まず第１点目とし

て、地方の現状、将来について、正確なデータ

分析を行ってもらうということです。特に地域

ごとの人口動向です。これをわざわざ言ってい

ますのは、やはり、人口の将来動向について正

確に住民に伝わっていないのではないかと思わ

れるからです。地域の方々に、人口減少という

のは大変な勢いで進むのだということをわかっ

ていただいて、危機感を持っていただいたうえ

で、一緒にやっていただく。この人口ビジョン
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をしっかりつくっていただくことがまず大事だ

と思って、お願いしています。今出てきている

ものを見ますと、本当に厳しい状況があるわけ

ですが、そのなかで、それぞれがどういうふう

に取り組むかということを考えていくベースに

なっています。これはまさに行政と地域住民の

意識共有でありまして、われわれも大変期待し

ている部分です。 

 ２つ目が積極戦略と調整戦略と呼んでいます

が、この問題は大変多岐にわたります。簡単に

解決がつかないわけですが、人口減少にどこか

で歯止めをかけないと、社会として継続性がな

いわけです。人口流出防止、出生率の向上とい

った、人口減少への歯止めをかける積極的な戦

略をつくる。一方で、人口減少はどうしても進

みますから、それに応じたような行政、まちづ

くりといった調整的な戦略もつくる、そうした

複眼的思考で考えていただきたいということを

お願いしています。 

 ３番目が一番大事です。今回、「産官学金労言」

という言葉を石破大臣がつくられました。まさ

しく労働界も含めた地域ぐるみで考えていただ

きたい。単なる行政計画ではないのだというこ

とをわれわれは言っていまして、行政だけでで

きることは限られています。むしろ働く人とか、

産業界、金融、学界、マスコミを含め、地域の

皆さんが一緒になって考えていく。まさしく縦

割りを排除して総がかりで取り組む形で進めて

いただきたいと言っています。 

 今回、地方の取り組みを見ていますと、一番

の隘路としては、地方に地方創生の事業を引っ

張っていく人材が不足していることがあると最

近わかってきました。全体の立案調整の会議を

置いても、実際の事業を引っ張っていく人材が

少ないと、各自治体の首長から言われています。

地方創生を高いレベルでプロデュースする人材、

個別分野ごとの事業を引っ張る人材、そして、

現場で取り組む人材、この各層にわたる人材層

が地方は非常に薄いという状態になっています。

逆に言いますと、われわれとしては、東京圏等

では相当な人材がいらっしゃると思っていまし

て、そういう人材をどうやって地方に還流する

かということが地方創生に大変大事だというふ

うに考えています。 

 ４番目が、この戦略は、数値目標とＰＤＣＡ

サイクル、つまり成果重視という形で進めてい

きたいと思っています。これまでのように計画

や事業をただつくるというのではなくて、数値

目標を置いたうえで一体何の施策が成果をあげ、

何がだめかという、施策内容の検証を行い、サ

イクルを回しながら、施策内容を高めていくと

いう、行政としてはかなり今までと違うサイク

ルをつくっていこうというのが４番目になりま

す。 

 そして最後に、今回の地方版総合戦略は自治

体ベースでお願いしていますが、人口減少の問

題になりますと、自治体単独ベースではなかな

か効果的にいかないことがたくさん出てきてい

ます。したがって、広域圏といったような格好

で、市町村さらには県同士が連携する。観光関

係でいきますと、個別の自治体同士が飛び地で

連携するケースも相当出てきています。こうい

った連携を進めてくださいということをお願い

しています。 

 一方、合併した自治体でいきますと、むしろ

逆に集落生活圏域と呼んでいますが、もっと小

さな集落で考えていく必要もありますので、大

きな連携と小さな地域といったものをどう組み
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合わせていくかという、そういう地域性もここ

で考えていただくということでお願いしている

わけです。 

 

地域アプローチの必要性 

 そこで、今日、この分野のうち特に連合の皆

さん、連合総研の皆さんが一番関係している部

分を中心に話したいと思います。このなかでい

きますと、３番目の分野である結婚・出産・子

育て支援の部分になります。この分野について

われわれがこの本部でずっと言っていますのは

「地域アプローチ」という視点です。この問題

は大分前からワーク・ライフ・バランスであり

ますとか、いろいろな面でありましたが、どち

らかというと政府の政労使のトップ間で議論す

ることはございました。経済界の団体のトップ

でありますとか、連合のトップ、政府による政

労使会議です。それはそれとして大事ですが、

まさしく皆さんの地域、都道府県レベルでは、

働き方の状況が相当違うのではないか。そうな

ると地域での積み上げがないと、結果として一

律的な対策では効果が上がらないのでないかと

いうことを最近強く痛感しているわけです。そ

こで、地域アプローチということで、これに関

するものを今回特に強調して進めています。 

 

都道府県で異なる未婚率と 

有配偶出生率の関係 

 一億総活躍との関係を少しお話ししたいと思

います。今、政府は一億総活躍社会の目標で、

いろいろな面で政策をさらに推進していこうと

いうことになっています。これについては、地

方創生はまさに最前線にあるわけです。今まで

申し上げたいろいろなテーマは、それぞれ経済、

子育て支援、さらに社会保障、それぞれに関係

しています。したがって、まさしく総力戦のな

かで地方創生、一億総活躍社会の実現に向けて

取り組んでいくという形で、さらに取り組みを

強化しようということになります。 

 今からお話ししますのは、ここの地域少子化

対策になってまいります。出生率を分解したも

のがこの図です（図１）。出生率というのは大き

く２つに分解できます。出生率というのは合計

特殊出生率ですから、女性が一生のうちに産む

子どもの数です。まず日本の場合は結婚すると

いうのが大変大きなポイントになっていますの

で、つまり未婚率はどうか。逆にいつ結婚する

かという年齢といった結婚に関する指標が１つ

ございます。もう１つは、結婚した方が何人産

むかという有配偶出生率、この２つに大きく分

解されるわけです。この２つに分解してみませ

んと、どういう形で出生率は形成されているか、

よくわからないわけです。これに関する要素と

しますと、例えば結婚関係でいくと、結婚への

意欲、機会の問題、経済基盤の問題、この辺が

非常に関係してまいります。一方、結婚した方

についてもワーク・ライフ・バランスの仕事と

家庭の両立の問題、さらには多子世帯における

負担の問題が出てまいります。こういう形で分

解されますが、いずれも実は最も影響を及ぼし

ているのは「働き方」だろうというふうに考え

ています。もちろん待機児童の問題も大事です

し、いろいろな問題がありますが。 
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有配偶 
出生率 

保育環境の整備 

育児費用の支援 
・保育教育費 

・医療費 

住宅環境の整備 

出産知識の向上 

第２，３子育児 

負担の重さ 

未婚率・ 
初婚年齢 

結婚への意欲・ 

機会の減少 

働き方改革 
 

○雇用形態、賃金 
 
○労働環境 

・労働時間、休暇 
・通勤時間 

 
○妊娠出産育児支援 

結婚機会の増加 

出生率は、「未婚率・初婚年齢」と「有配偶出生率」によって規定される。それぞれが様々な要

因の影響を受けているが、その中で「働き方」は大きな部分を占めていると考えられる。 

出生率 

経済的・生活 

基盤の弱さ 

仕事と家庭の 

両立の困難さ 

「地域少子化対策検証プロジェクト（第１回）」資料より

図１ 出生率に影響を及ぼす諸要因－働き方改革がポイント－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 結婚の関係でいきますと、経済問題が非常に

大きな影響を及ぼしている。そうなりますと、

雇用形態や賃金が非常に大きなポイントになり

ます。結婚した方についての仕事と家庭の両立

でいきますと、労働時間や通勤時間の問題、さ

らに多子については育児支援の問題が深くかか

わってきます。このように働き方の問題を変え

ていかない限り、出生率の大きな改善はないの

ではないかということを、大変痛感しているわ

けです。 

 そこで、この２つの要素で、全国各県の状況

を見てみたいと思います（図２）。どういうグラ

フかと申し上げますと、右に行けば行くほど未

婚率が低い。つまり、結婚しているという形に

なります。上のほうに行けば行くほど有配偶出

生率が高くなっていく。つまり、結婚した方が

たくさん産んでいらっしゃる、こういう図にな

ります。日本で１番出生率が高いのは沖縄です。

これをご覧になっていただくと、実は沖縄とい

うのは、未婚率はわりと高いんです。あまり結

婚してないんです。しかし、結婚した方はたく

さん産むという格好なんです。こういうところ

で、出生率が実は非常に高くなっています。そ

れに対して２番目に高いのは、宮崎です。宮崎

では、結婚もして、かつ結婚した方がある程度

お子さんを持っていらっしゃる。こういう形に

実はなっています。宮崎は、１つのめざすべき

事例と言えます。 

もう１つ、３番目に高いのが島根県です。宮

崎ほど有配偶出生率は高くないんですが、結婚

しやすい環境がある。一方、結婚しやすいと言

われているのは福井県になります。福井県の出

生率は12番目で、結婚した方の有配偶出生率は

平均並みですが、未婚率が低い。つまり、非常

に結婚しやすい環境、共稼ぎしやすい環境が整

っているとも言われている県です。 
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図２ 未婚率と有配偶出生率の状況（平成22(2010)年 都道府県別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 一方、低いほうでいきますと、一番低いのは

東京になります。東京をご覧になっていただく

と、圧倒的に結婚してないんですね。ただし、

結婚された方は、もちろん低いですけれど、そ

んなに有配偶出生率が徹底的に低いわけではな

いわけです。したがって、これは、結婚環境の

問題が非常に大きなことになってまいります。 

 東京以外でもいろいろなところが低いのです。

北海道は結婚しづらいし、加えて、あまり出生

が多くないという状況で、44番目の出生率にな

っています。さらに奈良が低くて、神奈川が低

い。秋田県も非常に低い状態です。秋田県の場

合は、結婚はある程度するんですけれど、その

後お子さんをあまりたくさん持たないという状

況があります。各県によって非常に状況が違う

ということをご覧になっていただけると思いま

す。そして、皆さん方の各地域で、一体どうい

う賃金と働き方になっているかというのが実は

ものすごく影響を及ぼしています。 

 

賃金と働き方が結婚に影響を及ぼす 

 これは私どものほうで整理したもので、就業

構造基本調査から雇用者について所得階層別の

構成の分布を見たものです（図３）。これは所得

が低いところからずっと高くなっていく、とい

う流れになってきます。 

 大事なのは30代です。ご覧になっていただく

と、男性は300万円が一番多いんですけれど、結

婚されている方は300万円以上も結構いらっし

ゃるのに対して、30代の未婚では200万円の方が

相当いらっしゃる形になります。つまり、男性

の場合は所得が高い、300万円を超えた方はかな
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総務省「平成24年就業構造基本調査」から、雇用者について、所得
階級別の構成割合を作成。

全 国 北海道

0.0%
5.0%

10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%
35.0%

所得階級別・年代別雇用者構成（男性）

総数20代（割合） 総数30代（割合）

未婚20代（割合） 未婚30代（割合）

0.0%
5.0%

10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%
35.0%

所得階級別・年代別雇用者構成（女性）

総数20代（割合） 総数30代（割合） 未婚20代（割合） 未婚30代（割合）

りの方が30代で結婚していますが、残念ながら

未婚の方というのは200万円クラス、さらにはも

っと低いです。所得が結婚を相当決めているよ

うな形になります。女性はむしろ逆でして、未

婚の方が300万円で、所得が高いほど未婚率は高

いというのが30代、そういう状況がございます。

そして、所得が低いほど実は結婚している形に

なっています。これが全国です。 

 北海道を見ていただきますと、こういう図に

なっています（図３）。何が違うかといいますと、

全国に比べても、所得の低い人が多いうえに逆

に所得の高い人も多いという所得格差が激しい

状態になっています。結果として、30代で結婚

している方と30代の未婚は完全に分かれている。

所得の低い人は結婚できてなくて、高い人は結

婚できているという状態にあります。したがっ

て、北海道のケースは、所得格差の問題をある

程度考えていかないと結婚に結びついていかな

いケースがかなり出てきております。 

 

図３ 所得階級別、雇用者数の構成割合について① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 秋田を見ていただくと、所得格差が相当ある

んですけど、秋田の場合は全体的に所得が低い

という問題がありまして、200万円クラスが実は

相当います。結果として、あまり格差はないん

ですが、全体として低い結果、残念ながら結婚

できない方もかなりいらっしゃいますし、その

結果として、あまり子どもをたくさん持てない

状況になっているのではないか、そういう可能

性があります（図４）。 

 それに対して、神奈川は非常に所得が高いで

す。女性も非常に高い。300万円から400万円ク

ラスが相当いまして、賃金は、未婚と既婚はほ
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総務省「平成24年就業構造基本調査」から、雇用者について、所得
階級別の構成割合を作成。
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とんど関係ない状態になっています。そうなり

ますと、むしろ賃金よりは働き方の、通勤時間

とかワーク・ライフ・バランスのほうに相当影

響があると考えられます。例えば、通勤時間が

非常に厳しいですから、２人目を持てない、そ

ういう背景で子どもがあまり生まれてこないの

ではないかということです（図４）。 

 

図４ 所得階級別、雇用者数の構成割合について② 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さっき言った結婚しやすい福井の場合をちょ

っと見ていきますと、福井の場合は全体として

所得が高い。したがって、ある意味豊かなとこ

ろだというふうに言えると思います。その結果

として、結婚し、共稼ぎするケースが大変多い、

そういう環境にある。それに対して、奈良の場

合は、むしろ女性は皆さん所得が低くなってい

ますけれど、働き方として非正規が多いような

状態が見られると思います。こういう格好で、

賃金と働き方というのが結婚に相当影響を及ぼ

しているということを、われわれ一番重視して

います（図５）。 

 同じ労働時間の関係でいきますと、長時間労

働者が多い地域は出生率が下がるという傾向が

明確にあらわれています。一番多いのは東京、

京都、北海道です。出生率が非常に低い。それ

から、１日当たりの通勤時間、先ほど言いまし

たが、一番厳しいのは神奈川です。非常に通勤

時間が長い。その結果として出生率が低い。実

は奈良も非常に低いと言われています。近畿圏

でいくと、滋賀は通勤時間が奈良に比べると非

常に短いということで、出生率が高いという違

いも出ているとも言われています（図６）。 
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総務省「平成24年就業構造基本調査」から、雇用者について、所得
階級別の構成割合を作成。
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図５ 所得階級別、雇用者数の構成割合について③ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 合計特殊出生率と１日当たりの通勤等の時間の状況 
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 女性の働き方は当然大変影響を及ぼしていま

して、女性の有業率と育児をしている女性の有

業率の差を見ると分かります。この差が大きい

ということは、女性にとって、子どもが生まれ

たら会社を辞めないといけないという状態が多

いということになります。この差が大きいのは

神奈川とこの辺になってきます。したがって、

所得はあるんですけれども、子どもを持って仕

事を続けることは非常に厳しい。それに対して、

島根、鳥取等は有業率にほとんど差がないとい

う状態になっています（図７）。 

 こういう形で今回、地域差というものをわれ

われはしっかり考えて、物事を進めていかない

とならないと思っています。 

 

図７ 合計特殊出生率と女性の有業率と育児をしている女性の有業率の差の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

地方へ戻るポイントは 

評価できる働く場があること 

 最後に１つお話ししたいと思います。あるア

ンケート調査をしました。これは大変おもしろ

いアンケートでしたので、ちょっとだけご紹介

します。これは東京に田舎から転入した人が、

どうすれば一体地方に戻れますかというアンケ

ートをとったわけです。男性の答えと女性の答

えを２つとも用意しているんですが、最も多か

ったのは、配偶者の仕事が、しっかりと仕事が

できる環境であること。男性もそういう答えで

した。これは、われわれは今、非常に大事だと

思っています。 

 今回の地方から東京への流れを見ていると、

一番のポイントは若年女性が地方に戻ってこな

い、流出しているということです。ここが非常

に重要です。つまり、地元に、若年女性にとっ

て評価できる働く場がない。それが地方から東

京を選んでいる理由ではないか。その傾向が大

変強いのではないか。したがって、今言ったよ
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うに、地方に戻る場合も、男性プラス女性の働

く場が一番大事ではないかということです。 

 その面でいきますと、どうして地元に行かな

かったんですかという意見のなかには、働きづ

らくて、風通しが悪いといったようなことを言

う女性の意見がかなりございました。その面は

東京のほうがむしろいいんだという評価で、地

方は生活環境はいいんですけど、働き方におい

ては、若い女性は評価していない傾向がある。

そうなると、地域でそれぞれ働き方、職場を含

めたものを検討していただいて、それをどうす

るかという地域の対策をつくっていただかない

と、結果として出生率という問題は解決しない

のではないか、ということを、今われわれとし

て考えている状況でございます。 

 こういう形で、私どもは地域の問題に取り組

んでいます。私どものところには全省庁から人

が来ていますが、特にこの関係でいくと、厚生

労働省、さらに経済産業省も一緒になって、今

後の地域アプローチということで、地域の働き

方改革をこれからの１つの大きなテーマにして

推進しているところです。是非とも、皆様には

一緒に取り組んでいただけたらと考えている次

第でございます。 

以上でございます。ありがとうございました。 
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――― 現在、連合総研が進めてきました研究

会「地域再生をめざす産業・労働政策と

労働組合の役割に関する研究委員会」の

もとに、山形、石川、島根の３つの地方

連合会あるいは地方総研との共同のプロ

ジェクトを進めております。本日はその

３つの地域の取り組みのご報告をいただ

くということも含めて、今日のシンポジ

ウムを進めていきたいと思います。 

    なお、今日のパネルディスカッション

の進め方ですけれども、５名のパネラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ーの皆さんから各地域の取り組みについ

て10分程度でご報告いただいた後、呉先

生からその地域の取り組みについてのコ

メントをいただき、それを含めて、最後

に連合本部の下田局長から連合本部とし

て今後の運動展開などについてコメント

をいただくということで進めていきたい

と思います。 

    それでは、早速、５名のパネラーの皆

さんから各地域の取り組みについてご報

告をいただきたいと思います。 

 

パネルディスカッション 
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人材育成により強い企業をつくり地域活性化を 

 
米沢ビジネスネットワークオフィス 

（米沢ＢＮＯ）と山形大学ものづくり 

シニアインストラクター養成スクール 
 

井上 正則 電機連合西奥羽地方協議会事務局長 

 

 

地域再生のかぎは人の活性化 

 ただいまご紹介いただきました連合山形で産

別としては電機連合西奥羽地方協議会の井上で

ございます。本日は連合山形として地域の活動

に取り組んだ内容とそのなかの米沢ビジネスネ

ットワークオフィス、地域を活性化するための

産学官金労医の連携の取り組み、さらには今そ

こから派生しておりますものづくりシニアイン

ストラクター養成スクールにつきましてお話を

させていただきたいと思っております。 

 連合山形を中心とする地域活動の展開につき

ましては、青い冊子が配られておりますので、

そちらのほうに細かく書いております。雑駁に

説明をいたしますけれども、連合山形の地域活

動としては、1990年代には連合山形の存在が見

える地域の独自の活動ということで取り組んで

おります。2000年代につきましてはネットワー

クをさまざまな形で構築していくということで

取り組んでおりまして、このなかの米沢市の産

官学金労医連携、米沢ビジネスネットワークオ

フィスにつきましては少し詳しくご説明をさせ

ていただきたいと思っております。2010年代に

つきましては、次世代に向けてこのような形で

取り組んでいるということであります。 

 結論として地域の再生のために何が必要なの

かといえば、地域再生のかぎは人の活性化だと

私は思っています。今、特にいろいろな地方の

地域はこのようなネガティブサイクルに入って

いる。企業力が低下して、地域力が低下して、

人口が減少して、最終的には雇用がどんどんな

くなっている。これを逆回転していかなければ

いけないと思っています。いわゆるポジティブ

サイクルの中核的なところは、私が思うには、

企業力を向上させていく、良質な雇用の場を生

んでいくということです。働く場所があれば、

その地域には人が根づきますから、そういった

意味では雇用創出して、地域の人口を増加させ

て、地域活性化していく。その１つの装置とし

てシニアインストラクターの養成スクール、産

官学金労の連携というような仕組みをつくって

報 告 １
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いくことが大事だと思っております。 

 我が米沢市もそうですけれども、特に女性は

働く場所がないということで、都市のほうに流

出している。女性が減るということは、子ども

を産んでいただける方、男は残念ながら産めま

せんので、そういった意味では少子化を加速し

ていくという、先ほど山崎総括官が言われたよ

うな現象が起きてくる。ここに歯止めをかけて

いかなければいけないと思っています。 

 

米沢ＢＮＯの取り組み－産官学金労医

連携によるビジネスモデル 

 米沢ビジネスネットワークオフィスについて

少しお話をさせていただきたいと思っています。

われわれが地域でつくっていかなければいけな

いのは、人が幸福に生きる持続可能なまちづく

りです。そういった意味では生活者視点のまち

づくり。これを実現していくためには単一組織

だけでは難しいので、米沢市は、実は2001年で

決定的になったのですが、ものづくりのまちで

すから、どんどん雇用がなくなっていった。そ

れで、どんどん人口も流動化している。工場に

ついては海外移転が加速した、そんな時期であ

りました。その中で何とかせんといかんと、企

業、行政、そしてわれわれとしては山形大学で

あったり、米沢市にある実業系の高校であった

りというところがまずは連携し、そこに地元の

金融機関。何で地元の金融機関が加わってきた

かというと、地元の金融機関は企業が発展しな

いと貸す相手がいなくなる。というようなこと

で地元の金融機関が加わった。 

 そういったなかで、こういった公的セクター

と市民の方もそういう危機感を共有していまし

た。実は意外と公共のセクターと市民セクター

というのはつながりにくい。そこの中間的な役

割として労働組合が入ってきた。特に企業の

方々は生活の現場がわからないので、そこは労

働組合に大分期待されていたという時期であり

ました。われわれとしては、生活視点での提言

をしていくということでした。産官学金労に、

あと医師会が加わるというのも多分日本では珍

しいと思うのですが、人口が減れば患者さんが

いなくなるという危機感のなかで医師会の皆さ

んも連携してきた。こんな経過で、実は2000年1

1月から米沢ビジネスネットワークオフィスが

発足しました。 

 このなかで、新しい雇用の場、ビジネスを見

つけていかなければいけないということで、地

域コミュニティソリューション、地域のいろい

ろな課題を掘り起こして、それを解決する手段

をビジネス化していこうという取り組みから始

まったわけであります。産学官、あとは金融機

関、労働組合、医師会が知恵を出し合って、そ

ういったビジネスを生んでいこうという取り組

みが2000年11月から始まったということであり

ます。その目的は、地域と産業の活性化であり

まして、失って縮む地域から、創出して伸びる

地域へ転換しようということであります。 

 米沢ビジネスネットワークオフィスは、多分

日本のなかでは一番早い取り組みだったんだろ

うと思います。かれこれ15年ぐらいやっており

ますが、そのなかで成功した事業となかなか芽

が出ない事業がありました。１つ成功したのは

人材育成事業であります。芽がなかなか出ない

のは新しいビジネスを創出していくという事業

であります。何でこれができなかったか。企業

の力が弱いんです。米沢市にある企業の力が弱

い。それを解決するためにものづくりシニアイ

ンストラクター養成事業に発展していったとい

うことであります。 
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山形大学ものづくりシニアインストラク

ター養成スクール－良質な雇用の創出 

 それでは、山形大学のものづくりシニアイン

ストラクター養成スクールはどういったものか。

この目的は良質な雇用の場を創出していくとい

うことでわれわれは捉えております。この目的

は、企業力を強化して、良質な雇用を生み出す、

よい、強い会社をつくっていくということであ

ります。どういったことでそれを実現していく

かというと、われわれ米沢市というのはものづ

くりのまちでありますから、製造業のＯＢ、あ

とはベテラン人材が多くいます。ただ、それは

企業に特化した人たちでありますから、汎用性

がない。それをいろいろな企業に教えていく力

がありません。汎用性の高い地域競争力活性化

人材として再教育して、そして企業に経営者視

点で、顧客に向けた価値の流れづくりを教える、

そういった人材を育成するという目的がありま

す。ここまでが養成事業であります。その人材

の活用は、実際に県内の企業、今は県外、東北

各県まで行っていますけれども、企業に派遣し

て、トヨタ生産方式のカイゼンを中心としなが

ら、企業収益の大幅改善を実現していく。そん

な事業を今展開しております。私も実はこちら

のほうに去年受講させていただきまして、もの

づくりシニアインストラクターとしての勉強は

させていただいたところであります。今、電機

連合のなかでは３名の方が山形大学のものづく

りシニアインストラクター養成スクールのほう

に行って勉強している。 

 なぜ労働組合が行っているかといいますと、

労働組合の経営対策力を強化して、それで、ま

ずは自分の出身の企業をよい、強い、そして良

質な雇用を生み出す企業にしなければいけない。

さらにはそこからどんどん広げていくことがど

うしても必要だろうということで、今３名の方

が学んでおられるということであります。 

 先ほどのポジティブサイクルにするには、ど

うしても企業にそういった良質で強い雇用をつ

くっていく必要がありますので、そういった意

味でわれわれとしては重要な取り組みだと思っ

ています。 

 企業力というのは経営力と現場力を足して、

掛けることの従業員のやる気と忠誠心という式

だとわれわれは思っています。ですから、私た

ちのものづくりの現場だけが強くなっても、企

業力は強くならない。さらには経営力というも

のも高めていかなければいけない。それだけで

は足りないんです。やはり従業員のやる気と忠

誠心というものが、企業力を爆発的に高めてい

く原動力だと私は思っています。そのために現

場力を上げる。そして経営力を上げていく。そ

して、従業員の皆さんのやる気、忠誠心という

ものを高めていく。そうしたことによって地域

に強い企業が出て、それが地域社会の発展につ

ながると思っています。その際に、相互の信頼

を基盤に新しい社会を築いて維持し、再生産す

ることにかかわる公共的な機能を果たす人材。

これをわれわれユニオンリーダーが担っていく

ということも非常に大事なことではないかと思

っております。 

 そういった意味ではわれわれは地域の結び目

としての役割が非常に大きいと思っております

し、労働組合が地域のいろいろな組織と連携し

て、そして、あるべき地域特色を生かした、そ

ういった地域をつくっていくということが今後

重要だと思っております。 
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能登地区の活性化にむけて組合もボランティアに参加 

 
連合石川６次産業化プロジェクト 

 
 

 

船塚 俊克 連合石川副会長 

 

 

能登地区での６次産業化プロジェクト

の立ち上げ 

 皆さん、こんにちは。今日は皆様のお手元の

レジュメに概略を載せてございます。今、最終

のまとめをやっておりますので、今日は、石川

はプロジェクトで何をやってきたのかというこ

とを簡潔に紹介させていただきます。 

 まず、石川県は、北陸新幹線とドラマ｢まれ｣

ができてから非常に知名度が上がりました。今

までは石川というとどこだと言われているくら

いのところだったんですが、現在、北陸新幹線

の開業と「まれ」で、そういうことも含めて現

在すごい状況になっています。全国の労働組合

の全国大会も現段階で６つ来ております。 

 その連合石川のプロジェクトのなかでどこに

特化したかといいますと、石川県の南から北ま

で、直線でいきますと約210キロ、そのなかで石

川県の珠洲市というところです。ここは人口約

１万5,000、高齢化率が44％になるところです。

なぜ６次産業化プロジェクトとしたのかといい

ますと、さかのぼりますと、私が連合石川の副

事務局長になったのが６年前です。そのときの

事務局長が後に会長になった狩山さんなんです

が、なぜか石川県で連合石川がどれくらい見え

ているかわかっとらんね、じゃあ何ができるか

というところから、地域にどうやったら見える

連合運動ができるかなということで、雑談のな

かからスタートしたものなんです。そのなかか

ら、先ほど言いました非常に高い高齢化率の地

域があります。それと、実は大変すばらしい自

然、人、土地がある。そういうところも含めな

がら何かしようということで始めたのが６次産

業化プロジェクトです。 

 

ＮＰＯとの連携 

 何をしてきたかといいますと、まず連合石川

総研のなかでプロジェクトの委員会を立ち上げ

ました。当然、大学の先生、それから連合総研

の方に入っていただきながら、計画をしながら、

現地視察その他をやってまいりました。とにか

報 告 ２
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く石川県というのは19市町があります。そのな

かで、先ほど言った能登エリアというのは、選

挙区で言いますと、１区が距離でいくと150キロ

ある。能登地区というのは１区、２区、３区あ

る。３区で距離が160キロあるんですよ。それく

らい広いところが能登地区になります。 

 そこにポイントを当てて、まず１つ目は地域

活性化で何ができるか。考えたのが単純です。

高齢者の方々がたくさんつくっている農産物、

水産物等を何とか田舎から金沢に持っていけな

いか。２つ目がＮＰＯ法人です。連合石川は意

外とＮＰＯとの連携が少なかったということが

判明しましたので、３つのＮＰＯ法人と連携し

ました。それから、それに伴って、せっかく能

登へ来たんだから能登の自然に触れてもらおう

ということで、能登の里山ミュージアム構想。

名前だけ格好いいんですが。３つ目として、耕

作放棄地が大変あります。38％が耕作放棄地で

したが、石川の長期構想のなかで、ＵＩＪター

ンも含めて何かしようということで、農業に力

を入れている。耕作放棄地について何かできな

いかということで、いろいろやってきている。

それと４つ目が、2011年に石川県の能登地区が

世界農業遺産に新潟の佐渡島と同時に認定され

ました。そのことを受けて、これを起爆剤にプ

ロジェクトをしようということで、現在に至っ

ております。 

 

労働組合のボランティア参加 

 実際には総研のなかではよく似た地域に視察

に行きました。１つ目は岩手県の葛巻町です。

前町長がおっしゃったことなんですが、何もな

いなかから何かをしたところが葛巻町です。こ

こは山と牛と自然しかない。そのなかで何がで

きるかということで、再生エネルギーにも着手

し、林業の再生にも取り組んで、農業もやった

ということなんです。そういうところに２泊３

日で現地に入りながら、現地の人との交流を深

めてきた。これが１つ目の現地交流です。 

 ２つ目は、実際に３つのＮＰＯと意見交換し

ました。それから、石川県の真ん中に能登島と

いうところがあるんです。そこに農事法人があ

りまして、そちらに入って、実際に耕作放棄地

から何ができるのかということを実際に聞いて

きました。さらには、連合石川のなかでいきま

すと、電力総連、情報労連、電機連合、それか

ら日教組ですね。ここら辺の産別の皆様に現地

に無理やり入っていただいて体験していただく

ということです。そんななかで、ボランティア

もしながら現地に入りました。現在までの延べ

人数で言いますと、３年間で140名ほどになりま

す。例えば里山の再生ということでクヌギの植

林作業をしたり、草刈りをしたり、実際に能登

で「のとてまり」という、野球ボールよりも大

きいシイタケをつくっているところでほだ木の

運搬などもやらせていただきました。 

 最初、何で金沢からこんな遠いところに大層な

思いをして来るんだというのが、地元の方の感想

でした。ですが、今ではもっと多くの人が来ない

のかとか、もっと物を買っていってくれというよ

うなことも言われるようになっています。 

 最後になりますが、連合石川で私は６年間政

策をやってきました。政策・制度を19市町にす

べてやっているんですが、提案はするけれども、

連合石川はどんな具体的な行動をやっているの

という問いかけがあったときに何も答えられな

かったことも含めて、実際に政策を提言し、具

体化しながら、協力して実現しようという連合

石川の思いで総研のなかでこのプロジェクトを

進めて、今まとめているところです。 
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若者、女性が地域づくりのキーワード 

 
アンケート・ヒアリング調査と 

わいわいサークルを通じて 
 

 

錦織 泰治 連合島根副事務局長 

 

 

人口減の実態と県内格差 

 皆さん、こんにちは。ご紹介いただきました

連合島根で副事務局長をしておりますＪＰ労組

出身の錦織泰治と申します。私のほうから連合

島根と連合総研による共同研究「次代につなぐ

『しごと』と『くらし』島根プロジェクト」に

ついて、事例を報告させていただきたいと思っ

ております。 

 このプロジェクトは、全国に先駆けて人口減

少、高齢化を経験しているわれわれ島根県にお

いて、持続可能な地域づくり、また、それを実

現していくうえで欠かせない将来に向けての雇

用の場と子育てをはじめとした安心して暮らせ

る環境づくりについて、研究、検討をしてまい

ったところであります。 

 まず、島根における人口減の実態について簡

単に触れたいと思います。島根県の特徴として

は東西に非常に長い県、そして、離島を抱えて

いる県でございます。真ん中より右側が出雲圏

域、そして左側、西側が石見圏域、そして日本

海に浮かぶ隠岐諸島は本土から60キロ沖合にご

ざいますが、これら３つの圏域から島根県は構

成されております。 

 島根県の人口の動向についてみますと、ピー

ク時でありました1955年には全県で92万人を超

えた人口を抱えていましたが、直近の2014年に

は残念ながら70万人の大台を割り、60万人台の

人口へと落ち込みまして、ピーク時の25％減に

なっている現状です。特に石見圏域、そして隠

岐圏域については、それぞれピーク時に比べま

すと半減です。50％減前後まで人口が少なくな

ってきているという現状です。 

 今回の研究でヒアリングをするなかでも、さ

まざまな方から島根県内における出雲圏域とそ

れ以外の２つの圏域との県内の格差の拡大とい

うものも非常に指摘されています。 

 

若者と女性が地域活性化のキーワード 

 今回の研究はさまざまな機関にご協力をいた

だきましたが、労働組合が率先してこのことに

報 告 ３
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取り組んでいることについて高い評価を得たと

ころでございます。私どももこの研究成果につ

いてはこの年末に向けて最終的に報告をまとめ

るわけですが、あとは結果をどう生かすかとい

う段階になっております。冒頭にそのことを申

し上げて、具体的研究の概要についてご説明を

させていただきます。 

 昨年2014年４月から2015年９月末までの期

間、さまざまな研究をさせていただきました。

島根大学をはじめそれぞれ９つのセクターから

委員を輩出していただきまして、総計17名で構

成して、研究を進めていたところであります。

2013年末にはキックオフの意味で、研究を立ち

上げるにあたってのフォーラムを開催させてい

ただきました。フォーラムでは産官学金労のパ

ネリストから、このプロジェクトの方向性につ

いてさまざまな意見をいただきました。 

 そして、このプロジェクトの立ち上げの第１

回の会議では、まず各セクターからの委員の皆

さんにこの研究について、労働組合が地域の元

気づくりに貢献するための取り組みであるとい

う趣旨を説明させていただきましたけれども、

各委員の方は初めて耳にするような労働組合の

取り組みだということで、当初は戸惑いもあら

わにしていらっしゃった部分がございました。

今の島根の抱えているさまざまな課題や問題、

そしてその解決に欠かせないキーワードを互い

に絞りながら検討を進めまして、結果として地

域活性化に向けた大事な要素は、若者であり、

女性であるという結論をつけ、この後のプロジ

ェクトのキーワードとして進めることを確認し

ました。 

 

アンケート・ヒアリング調査の実施 

 そして、このプロジェクトでは大きく２つの

調査を行いました。１つにはアンケート調査で

ございます。調査内容としては島根で暮らした

経験度などを尋ねる島根歴から、仕事、家庭、

そして、地域とのかかわり方まで58項目にわた

る内容でアンケートをさせていただいておりま

す。連合島根の構成組織へおおむね6,000枚を配

布して4,000枚近くの回収を行うことができま

した。ただ、残念なのは、当初、構成組織内の

組合員に限らず、経済団体等にお願いしながら、

非正規を含む組織労働者以外の働く仲間にも

2,000枚程度の配布を予定しておりましたが、な

かなかそのことが実現できませんでした。地域

社会に連合運動を浸透させていくことの難しさ

を改めて認識した結果でもありました。 

 この結果について、キーワードである、若者、

女性、転入による島根在住者に絞って分析して

みますと、若者は、仕事、職場への満足度は比

較的高く、自由時間も多く、個人生活も充実し

ている傾向があります。女性も同様に仕事、職

場への満足度は比較的高かったのですが、男性

に比べると自由時間などが少なく、個人生活に

はあまり余裕がなく、不安を感じているという

ことが数値でも読み取ることができました。 

 また、転入や就職によって県外から転入なさ

った方について見てみますと、仕事や職場への

満足度は比較的高くて、ワーク・ライフ・バラ

ンスへの評価も高かったです。また、それを受

けて転入者の方のなかには、今後も島根に住み

続けたいという方がおおむね40％ございまし

た。ただ、どちらとも言えない、態度保留の方

も３割を超す数値でありましたので、この態度

保留の方に対しての定住に向けた何らかのアク

－20－



 

 

ション、取り組みというのが１つの課題として

浮き彫りになったのかというふうに考えており

ます。 

 そして、２つ目の調査として私どもが行った

のは、独身、子育てなど、各層の女性を対象と

したヒアリング調査でした。ＵＩターン、契約

社員として働く若い女性、子育て真っ最中のお

母さんなど、８回にわたり16名の女性の方にヒ

アリングを行いました。その調査からは、みず

からのこれまでの経験と、今働き暮らしている

なかでの問題や課題をさまざまな視点からいた

だいたところです。プロジェクトを進めるなか

で、多くのヒントや気づきを得ることができた

というふうに思っております。託児所を経営し

ておられる施設にお邪魔して、東京からＩター

ンでいらっしゃった子育て真っ最中の女性の方

からお話をうかがったり、Ｉターンでふるさと

協力隊という形で定住していらっしゃる方のご

自宅にお邪魔してヒアリングさせていただいた

りしました。 

 

わいわいサークルの立ち上げ 

 そしてもう１つの取り組みとして、わいわい

サークルを立ち上げました。地域の将来像やこ

んな島根をつくりたい、島根に住みたい、働き

たいといった夢や希望、イメージを率直な現状

認識に照らし合わせて議論できる若年層の男女

によるワーキングチームとして立ち上げを行い

ました。そのなかから私どものプロジェクトへ

のヒントを得ることが目的でございます。若者

の視点で取り組みテーマの掘り起こしや課題提

起を行っており、みずからが発信するイベント

企画にも挑戦予定であります。若手のＮＰＯの

代表の方とか、中小企業の社長の方にも入って

いただいて、わいわいがやがやとしながら、さ

まざまなトークのなかからいろいろとヒントを

得るサークルとして活動を行っているところで

す。 

 最後になりますが、今回のプロジェクトを通

じて労働組合としてさまざまな地域の住民の方

と直接接点を得たこと自体に非常に大きな意味

を感じております。そして、その接点から私た

ち労働組合の次代の活動の青写真を垣間見るこ

ともでき、貴重な体験でもあったと感じており

ます。島根プロジェクトは、来月12月12日には

松江市で協力いただいた各種方面の皆さんにも

参加を呼びかけながら、地域フォーラムを開催

する予定にしております。 

 このプロジェクトを機に、一歩一歩、地域に

根を張った労働運動が展開していくことをお誓

い申し上げまして、連合島根からのプロジェク

ト報告といたします。 
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良質な公共サービスでまちは変わる 

 
公契約条例、公共サービス基本条例の 

制定に向けた取り組み 
 

 

吉野 泰甲 連合徳島副会長 

 

 

徳島県内の状況 

 皆さん、こんばんは。連合徳島の吉野でござ

います。出身組織は全国自治体の水道局で働く

仲間で組織しています全水道で、今、四国地本

で書記長をさせていただいております。 

 連合徳島では、この間、良質な公共サービス

でまちが変わるということで、公契約、そして

公共サービス基本条例の制定に向けてさまざま

な取り組みをしています。考えてみると、小泉

政権以降から、規制緩和、非正規雇用の増加、

格差社会、小さな政府論、官から民へ、消滅可

能性自治体、いわゆる増田レポートまで、これ

がひとつのキーワードになるのではないかと思

います。 

 徳島県内を紹介しますと、徳島県はこれとい

う大手企業がありません。唯一ある企業といえ

ば、ＬＥＤの日亜化学、夏が来ると皆さんが飲

むポカリスエットの大塚製薬といった、非常に

特化した企業はあるのですが、あとは中小零細

企業というような状況です。村を入れまして24

自治体があるのですが、増田レポートによれば、

徳島県内の自治体で残るのは３市４町で、非常

に厳しい状況にある徳島県です。沿岸部の都市

部のところしか残らないということで、県内で

も中心部との格差が大きくなっています。 

 

良質な公共サービスと雇用づくりが地

域活性化に不可欠 

 連合徳島がなぜこの間の取り組みをしてきた

のかと申しますと、１点目は地域をどのように

活性化させるか、それには、地域における良質

な公共サービスの提供がまず不可欠であるこ

と。２点目は、地方創生に求められることは何

なのかを考えてみれば、雇用づくり。そして、

雇用ができても暮らしを支える公共サービスが

なかったら、雇用が成り立っていかない、とい

うことを考えてきました。３点目は、公共サー

ビスは、公共と言葉がつくもので考えれば、行

政であるようなイメージもあるのですが、それ

はイコールでなく、民間企業だって行っている
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部分もあるのではないかということで、この３

点を基本に考えた結果、行政や多様な民間事業

者とともに連携して良質な公共サービスを実現

するために、公共サービス基本条例、公契約条

例の制定に取り組んできました。 

 

公契約条例・公共サービス基本条例の制

定に向けた取り組み 

 ここから少し取り組みの古い話になるのです

が、2005年に連合徳島の構成組織と、徳島県公

務労協、いわゆる公務員労組で結成する協議会

とで、良質な公共サービスの確立を求める徳島

県連絡協議会を結成しました。まず、これを立

ち上げて、よい社会をつくるための公共サービ

スを考えるシンポジウムを皮切りに、徳島では

97％以上普及している徳島新聞に意見広告を出

すことにしました。 

 そのころ、制定を求めていた公共サービス基

本法の制定に向けた取り組みと一体化して、

2010年には、法律が制定されて以降、自治体を

交えてのシンポジウムに首長への参加要請をし

ながら、第１回目のシンポジウムを開催し、野

田市長を招きました。そして、シンポジウムの

なかでは、議会、労働組合、ともに共闘する仲

間たちと意見交換を行いました。 

 次の年は、われわれだけではだめだというこ

とで、商工会議所の会頭、中小事業団体の会長

とも積極的に意見交換の場を持ちながら、公契

約・公共サービス基本条例制定を目指す実行委

員会を発足させ、フォーラムを開催し、公契約

条例制定運動の先駆者である古川弁護士を講師

に招きました。また、知的障がい者の雇用支援

をされていて、障がい者の雇用の場を確立し、

そして入札制度を確立に取り組んでいる、大阪

のエル・チャレンジという協同組合の富田理事

長を招き、障がい者雇用の実態について学習を

しました。 

 2013年には、どのようにわれわれの運動を訴

えるかということで、ラッピングバスをつくり

ました。徳島県内の私鉄の仲間にご協力もいた

だきながら高速バスと県内を走る路線バス２台

に、「公共サービスは私たちの生活です」と訴え、

デザインにもひと目につくように工夫を行いま

した。全県下に走る路線バス、そして、徳島の

場合は高速バスが関西方面とか中国方面への移

動手段になっておりますので、そこから県内外

も含めて、アピールできるような行動としてラ

ッピングバス２台を２年間走らせました。 

 連合の取り組みとあわせて、連合の政策ビラ

も利用しました。政策ビラが、ごみ箱に捨てら

れないように、その裏面を利用し、自宅に持っ

て帰り、切り取って組み立てれば最後はラッピ

ングバスをデザインしたティッシュボックスに

なるペーパークラフトを1,000部ほど制作しま

して、バス会社のバスのポケットに全部入れて

いただきました。 

 2014年には、具体的に公契約条例制定に向け

た自治体の動きもあることから、各地協とも連

携しながら、三好市で具体的なセミナーを開催

してきました。 

 

上勝町と神山町のアイデア・工夫を参考に 

 本年になりますが、2015年６月、地域をどう

活性化させるかということで、南部地協にお願

いし「地域活性化フォーラムinあなん」を開催

しました。協賛でさまざまな組織にも入ってい

ただきました。なぜ阿南市で開催したかという

ことです。いつも徳島の場合は徳島市内かその

周りでしか、こうしたフォーラムや学習会を開

催しないのですが、少し地方でわれわれも出向
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いて開催しようではないか、土曜日や休日の開

催となれば参加者の方が食事でもすれば少しで

も経済効果になるのではないかということで、

中心部から離れ開催することにしました。 

 フォーラムのテーマとして地域活性化のため

の公共サービス、地域格差をどう超えるかとい

うことで、中央大学法学部の宮本太郎さんを招

きましてご講演をいただきました。そして、一

番大きなところは行政の首長に参加していただ

けたことです。阿南市の岩浅嘉仁市長から阿南

市における取り組みを報告いただきました。阿

南市はＬＥＤで有名な日亜化学のあるところで

す。企業としては大きな企業ですが、周りは農

村地帯であるということで、地域がなかなか活

性化していかない。阿南市ではそうした企業を

定着させるために文化やスポーツ施設を充実さ

せていくというような取り組み報告がありまし

た。 

 また、翌日、宮本教授ほか総勢10名近い人数

で現地視察を行いました。１箇所目は、上勝町

で人口1,500人ほどの徳島県で一番小さな、山間

部で、大きな産業もなく、昔はミカンと林業で

活気のあったところです。そこで全国的に有名

になった葉っぱビジネス、いわゆる刺身のつま

を商品化したことで、なぜ、ここで商品開発ま

で至ったのか、詳細に聞いてきました。昭和50

年代にミカンが冷害で全滅し、町自体の存続危

機になった。「葉っぱを売ってどうにかならない

のか」ということに着目し、地道にやってきた

活動がようやくビジネスになりました。また、

上勝町は小さな町であるので、ごみゼロを目指

して、自分らのごみは自分らのなかで全部処理

する、リサイクル含めて行ってしまうというこ

とで、全国的に有名な取り組みをしています。

上勝町は、実はいろどりとゼロ・ウェイストで、

年間250件の視察があるらしいです。はじめ行政

の職員が対応していたのですけれども、行政の

職員も少ないので、そこにＪターンされた方が

旅行会社をつくりまして、その旅行視察を全部

全国から引き受けるという新たな副産物が生ま

れてきたということを知りました。 

 それから２箇所目の視察先は神山町で、上勝

町の山ひとつ離れたところにあります。インタ

ーネットの高速回線を利用してのサテライトオ

フィスを東京などから誘致するという取り組み

です。徳島県内は地デジ化によって全ケーブル

テレビが張りめぐらされまして、高速通信網が

整備されました。サテライトオフィス誘致で、

古民家を再利用しオフィスや住居にしていま

す。このことで人口増になっている取り組みを

視察しました。そうしたことを今年の取り組み

として行ってきました。 

 

取り組みの成果 

 最後になりますが、まとめとして本来の目的

であります、公契約条例の制定がようやく県内

で光が見えてきました。それは池田高校で有名

な三好市です。三好市で、この2015年９月に条

例審議会が設置されまして、既に１回ほど審議

会がなされ、2016年２月の議会の可決、そして

10月からの制定を目指しているところです。連

合徳島としましても、全県下で初めての条例制

定となることから、最大限のバックアップをし

ていきます。 

 いずれにしても、連合徳島としましては、「良

質な公共サービスでまちは変わる」をスローガ

ンに、地方活性化に求める雇用をつくり、暮ら

しを支える良質な公共サービスを目指して、今

後も取り組みを進めたいと思います。 
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ＮＰＯとの連携が地協活動を活性化 

 
連合中越地協の活動と 

ＮＰＯ等との連携 
 

 

小林 守 連合新潟中越地域協議会事務局長 

 

 

中越地協の組織と活動 

 連合新潟中越地域協議会で事務局長をしてお

ります小林と申します。以前に地協調査の関係

で呉先生が調査にみえましたし、中村圭介先生

が書かれた本『地域を繋ぐ』というなかでもい

ろいろな地協の活動について紹介されておりま

す。前事務局長の金子さんの後を引き継いで以

降、どういうふうに衰退したかも含めて、なか

なかうまくいかない事業もございますので、そ

の辺のお話をさせていただければと思います。 

 私は、専従の事務局長になる前に６年間、同

地協で副議長をやっておりました。この12年間

のなかで、どういう地域活動を行ってきたかと

いうことをお話をさせていただきたいと思いま

す。 

 連合新潟自体は今11万4,000人程、公称12万と

申しておりますけれども、県内に７つの地協が

ございます。中越地協はそのなかの１地協です。

長岡市の人口が今27万7,000人くらい、地協全体

の人口は52万人くらいです。長岡市が半分ちょ

っと超えているという状況で、構成人員は２万

8,700名くらいです。 

 地協の事務所は長岡にございます。幹事会の

なかにはそれぞれ皆さんのところも同じでしょ

うけれども、総務・財務部から、政治・政党関

係までいろいろな専門部を設けております。専

門部のキャップについては議長・副議長とし、

そこに各構成組織から選出される幹事に入って

いただいて行っています。例えば政策・福祉関

係ですと、自治体への要望事項を中心にそこで

取りまとめを行って、当該の例えば長岡市のほ

うに要請していくという役割を担っておりま

す。 

 地協委員会は年間３回開催しています。連合

新潟の規約では２回ということになっています

が、中越地協は発足時から３回行っています。 

 ネットワーク型の活動ということでいうと、

全国の皆さんから支援をいただいた中越大震災

からちょうど11年経過したんですけれども、そ

のときに中越地震災害支援市民ネットワークを

報 告 ５
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つくっております。このネットワーク自体はそ

の都度動かすということにしているものですか

ら、常設のネットワークではございません。社

協とか、あるいはＮＰＯの皆さんとか、そうい

った方々も含めて、その都度ネットワーク構成

や連携をしながら対応できる、社会的にも評価

されるような運動を目指して行っています。 

 自前型の活動では、退職者の皆さんで組織し

ている高齢協があります。中越のエリアでは３

つの高齢協がございまして、それぞれ自主的に

市政要望なども含めて活動いただいておりま

す。地協内支部について調査（2006年９月）の

段階では見附と栃尾というところがありました

が、栃尾地域は長岡市に合併しており、栃尾支

部を解散（2012年２月)させていただきました。

その後、魚沼地協・十日町地協と統合（2007年

12月）したものですから、小千谷から十日町ま

で、含めて５支部が、中越地協のなかにくくら

れております。それぞれこのような構成のなか

で独自の活動を行っているということでご理解

していただければと思います。 

 現場に来ると、連合も労福協の運動も、連合

新潟の場合はすべて地協が行うということにな

っております。長岡地区労働者福祉協議会では

例えば事務局長を私が兼務するとか、あるいは

長岡パーソナルサポートセンター、いわゆる生

活困窮者自立支援事業の関係ですけれども、こ

ちらも長岡市から新潟県労福協が受託して長岡

に事務所を構えて行っております。地協が入っ

ている隣のフロアで行っていますので、センタ

ー長を私が兼務しているというような状況にな

っております。 

 年間の定例の活動は、実行委員会形式で行っ

たり、あるいはＮＰＯとか市民団体の皆さんを

交えた連携事業で行ったりしています。地区労

福協の事業もあります。支部の活動もあります

が、支部は決まった事務所を持っているわけで

はなくて、支部の事務局長を担っている構成組

織から連合の支部の窓口を担っていただくとい

う形式をとっています。 

 

地協発ＮＰＯとの連携と現状－生ごみ

リサイクルサークル「みずばしょう」と

ＮＰＯ法人地域循環ネットワーク 

 続いて、地協発のＮＰＯ市民活動がどのよう

になっているかということです。地協発で前事

務局長が生ごみリサイクルサークル「みずばし

ょう」を1994年に設立しております。これは家

庭から出てくる生ごみを堆肥化しようというこ

とで、800世帯くらいの方々に協力いただきなが

ら実施してきたものです。その後生ごみを堆肥

にして、ではどこへその堆肥を使うんだろうと

いういろいろな課題が出てくるものですから、

生ごみから一旦堆肥化するよりも、生ごみをそ

のまま乾燥して家畜のえさにできないかという

発想が生まれました。それが地域循環ネットワ

ークの設立につながっていくわけです。 

 今、生ごみリサイクルサークル「みずばしょ

う」については、飲食店から出てくる割り箸を

回収して、それをパルプの資源にする活動をし

ています。とても汚れていてパルプには向かな

いというものもございますので、こちらについ

ては割り箸で炭を焼いて、包装して１個100円と

か、そういった形で販売するような対応などを

行っております。協力いただいている事業所に

ついては63店舗（2015年３月末）ありまして、

割り箸は年間で190万本ぐらい集まっています。

重さにすると4,700キロぐらいです。割り箸３本

でＡ４の紙が１枚できると言われておりまし

て、今年は２万5,000枚ほどのＡ４の紙になった
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と地域循環ネットワークから聞いております。 

 割り箸の炭を焼く皆さんは、平均年齢70歳を

超えていまして、80歳を超えている方もいらっ

しゃいます。労組のＯＢの方々などが行ってお

りますが、なかなか後継者が育っていないとい

うことが１つの課題として出ております。 

 地域循環ネットワークについてはホームペー

ジをごらんいただくとより詳しくわかります。 

（http://park16.wakwak.com/~jnet/）。 

 主な活動の関係ですが、若干当時と違ってさ

まざまな課題が生まれているというのが実態で

ございます。例えば、学校給食の残さを利用し

たリサイクル事業の関係です。当初は４軒の畜

産農家に家畜のえさとして供給することで循環

型の取り組みを行ってきたのですけれども、現

在は、２軒の畜産農家になっております。その

うちの１軒が養豚の畜産農家でございます。豚

の伝染病が全国的にも、新潟県内的にも、発症

がございましたけれども、そういった関係でな

かなか不特定多数の方々が牧場に出入りするこ

とで伝染病侵入の心配があること等から難しく

なってきたということがございましたので、今

年４月からは長岡市に合併した旧長岡以外のと

ころについては終了させていただきました。 

 そして、来年３月いっぱいで学校給食残さ再

生利用事業については終了予定にあります。長

岡市が生ごみからバイオガスをつくり発電する

設備などを設けておりますので、一般家庭の

方々はそちらのほうに家庭から出る生ごみを出

しております。あえていろいろなリスクといい

ますか、課題があるものを継続するよりも、長

岡市のガス化のプラントへ向けていったほうが

いいだろうということで終了させていただきま

した。 

 新しい事業としては、新潟県は冬季寒いとこ

ろですので、使い捨てのカイロを使うことが結

構ございます。そういったカイロが一般の廃棄

物として出るものですから、それを回収してい

ます。新しく始めて３年目ですけれども、年間

で大体2.5トン、多い年で３トンくらいおそらく

出てきます。 

 もう１つの課題は、後継者がいない、ボラン

ティアの皆さんを募ってもなかなか集まらない

実態にあります。新潟県内的にそうですし、全

国的にもそうなのでしょうか。今までは60歳で

退職して年金をもらいながら、体はまだまだ元

気ですので社会貢献活動をしてみようかという

方々がいらっしゃったのですけれども、年金の

支給開始年齢が満額65歳に引き上げられてきた

ものですから、なかなかそこが難しくなってき

ているという状況が、２つの市民団体、それか

らＮＰＯの活動を通じて感じているところでご

ざいます。 

 中越地協としては、2011年６月から毎週火曜

日に地域循環ネットワークに給食残さ回収のボ

ランティア体験として１名派遣しております。

この事業は来年３月で終わる予定ですけれど

も、それ以降についても、割り箸の回収の関係

とか、ほかの事業の関係がございますので、引

き続き連合から市民団体、ＮＰＯの活動体験と

して派遣する予定にしております。 

 

地域に根ざした顔のみえる運動－なが

おかライフサポートセンターと長岡パ

ーソナルサポートセンター 

 最後になりますが、長岡地区労福協のなかで

ライフサポートセンター事業とか、あるいはパ

ーソナルサポートセンターで生活困窮者自立支

援事業を行っております。地協発で設立した地

域循環ネットワークというＮＰＯを通じなが
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ら、知り合った団体がたくさんございます。ラ

イフサポートセンター事業については相談対応

に当たっている事業ですけれども、相談事案の

解決に当たっていただくＮＰＯの皆さんも地域

循環ネットワークなどを通じながら、あるいは

前事務局長の金子さんの人脈を通じながら知り

合った団体の方々でございます。ライフサポー

トセンターは独立した理事会がありましたが、

長岡地区労福協のなかに組織を移しましたの

で、ＮＰＯの皆さんからも地区労福協に加盟い

ただいて、そのままライフサポートセンター事

業を続けています。 

 生活困窮者自立支援事業の関係についても、

いろいろなＮＰＯの皆さん、それから他団体の

方々とも連携しながら対応しています。仮にＮ

ＰＯと知り合う機会がなかったら、なかなか連

合として外に出ていく運動の難しさもあったの

だろうと思っております。 

 連合という言葉をなかなか知らない方々のほ

うが圧倒的に多いというのが地域の実情でござ

いますし、若い方は特に連合といっても全くわ

かりません。何かおかしな組合じゃないかと捉

えている皆さんもいらっしゃるみたいです。地

協発のこの２つの団体を通じながら地域活動を

行っているということを申し上げまして、報告

とさせていただきます。どうもご清聴ありがと

うございました。 

 

 

――― 今の５名の皆さんのご報告は、必ずし

も地域協議会だけの活動ではなくて、地

方連合会の取り組みということでもあり

ます。 

    今日のコメンテーターをＪＩＬＰＴの

呉さんにお願いした経緯を簡単にご説明

しますと、連合総研が2010年４月に『「地

域協議会の組織と活動の現状」調査報告

書』を取りまとめております。その調査

研究委員会にご協力をいただいたのが呉

さんであります。その調査研究委員会は、

中村圭介先生を主査にして、全国のモデ

ル地協といいますか、先進的な活動をさ

れている10の地域協議会のヒアリング調

査を行いました。そういう経緯がありま

して、今回も各地域の取り組みの報告に

ついてコメントいただくということで呉

さんをお願いしたところであります。 

    2010年に取りまとめたこの報告書のな

かでは、呉さんは地域協議会の性格、役

割について、３Ｋがない。そしてオール

マイティー組織だ。それが地域協議会の

役割だと説明をされております。何が３

Ｋかというと、地域協議会に加盟してい

る構成組織に対して地域協議会はまず権

限のＫがない。２つ目のＫが、構成組織

は地域協議会に対して関心がない。３つ

目は、ご存じのように金がない。しかし、

機能としては政策提言から組織拡大、政

治活動を含めて、現在進めている12の機

能を持たされている。そういうオールマ

イティーな組織だと性格づけをされてお

ります。 

    それらも踏まえて現在の取り組みがど

ういう状況になっているかということに

ついて、コメントをいただきます。よろ

しくお願いいたします。 
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地域の民主主義のために労働組合は 

積極的にネットワークをつくれ 

 

 
 

 

呉 学殊 労働政策研究・研修機構主任研究員 

 

 

調査からわかる地域が崩れる危機感 

ご報告、本当にありがとうございました。貴

重な内容ですので、もっと聞きたいなと思って

おります。幾つかの点については後ほど具体的

にご質問させていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

私は、労働政策研究・研修機構の呉という者

でございますが、1991年、韓国から日本に留学

に参りまして、６年間、大学院で勉強した後、

今のところに就職いたしました。その間、いろ

いろなテーマの労働研究をさせていただきまし

た。そのなかの１つが先ほどご紹介いただきま

したように、連合総研の研究プロジェクトで、

地域協議会の組織と活動の現状について、２年

間、調査研究して、この報告書をまとめさせて

いただきました。 

私は主に企業、また職場の労使関係について

調査研究をしております。しかし、それだけで

はなくて、地域社会、また地方連合会、さらに

は地協についても強い関心を持って調査研究を

してまいりました。特に、地域に関心を持った

のは、2007年から個別労働紛争の解決というこ

とで、多くの地域に足を運んで、紛争に巻き込

まれた労働者一人一人にヒアリングをする機会

がありました。地域に足を運びながら、日本っ

てこんなにすごいところだなということを強く

感じたんですね。それぞれの地域に本当に自然

豊か、また文化遺産があり、また、人々の人情

深さと申しますか、温かさということに接しま

して、日本の地方ってすごいなということを感

じました。 

中小企業家同友会という経営者団体がある

んですが、おかげさまで、８月にそこが鳥取県

でシンポジウムをやるということで講師として

呼ばれまして、それで島根県にも足を運ばせて

いただきました。その結果、日本の47都道府県

すべてに足を運んだわけであります。地域再生

に向けて、政府も、また私たち労働者も頑張っ

ていかなければいけないということを強く感じ

たわけであります。個別労働紛争の解決の調査

コメント 
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で感じたのは、この日本って、地域から崩れて

だめになるかもという危機感を覚えました。

2007年ですので、今政府が地方創生ということ

で取り組みを始めていますが、遅いなと正直思

っております。 

 

労使対等に物が言える基盤が重要 

それと、地域で問題になっているのは、やは

り職場の問題なんですね。先ほど総括官がお話

ししたかと思うんですが、地域で仕事をする

方々が、職場で声を上げることができません。

そういうなかで、いい経営者になり、いい経営

ができるかと言えば、私は絶対そうならないと

思います。職場の問題は社長が把握できないも

のもいっぱいあり、また労働者一人一人がもっ

と会社をよくしようという思いがそれぞれある

んですが、物を言ったら、おまえは要らぬとい

うことで、本当に明日から来なくてもいいと言

われる実態がたくさんあるわけですね。そうい

うなかで労働者が社長に物を言うなんてあり得

ないことであります。その結果、むだな仕事も

いっぱいあり、また自分が能力を持っているの

に十分に発揮できないという実態があって、そ

の結果、企業の競争力も落ちてしまって、日本

の地方にある企業がどんどん衰退してきたので

はないか。企業力というお話を最初にご発表な

さった山形の事例でおっしゃったわけでありま

すが、私は、企業力というのは、労使が対等な

立場で物事を言い、決めることによってできる

ものだと確信しております。そういう意味でも、

個別企業で労使が対等に話ができる、そういう

労使コミュニケーションというものの基盤がで

きていないと何も進展しないのではないかと考

えております。 

私は労使コミュニケーションというものが

経営資源であるというふうに申し上げておりま

す。私の名前をインターネットで検索しますと、

私の職場のプロフィールが出てきますけれど

も、ご自由に私の研究成果をダウンロードでき

ますので、ごらんいただければと思います。 

企業の競争力を高めるためにも、労働者の競

争力、労働者の声を上げるようなことをやって

いかなければいけないと強く感じております。

政府が音頭をとって、政労使会議で２年前と去

年、合意が出されたわけであります。賃上げ、

また非正社員の処遇改善など、非常に重要な内

容が合意されました。しかし、これらは個別企

業の労使が話し合わなければ解決できない問題

なんですね。しかし、労働組合がなければその

問題を労使で話し合えるところは一切ございま

せん。ということで、私はまず個別企業の労使

がきちんと話し合えるような基盤、これを法律

に基づいてつくらなければいけない。従業員代

表制の法制化というものを早く実現しなければ

いけないと考えております。 

 

地域での民主主義の確立に向けて 

私たち生活の営みというのは時間と空間に

よってできております。最終的に世の中に残る

ものは空間、すなわち地域なんですね。時間と

いうものは残りません。非常に重要な時間であ

りますが、結果として残るものは空間、すなわ

ち地域であります。時間は過ぎ去るもので、私

たちはつくることができない。しかし、地域は

私たちがつくることができるわけであります。 

私たち人生のなかで最も活発に行動できる

期間が20歳から60歳までと言えますけれども、

その期間最も長く滞在する職場を働きやすい職
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場にすることが非常に重要であると申し上げま

して、労使コミュニケーションができるような

職場づくりをしなければいけないと思っており

ます。労働組合があれば、組合が組合員の声を

吸い上げて、会社と協議、交渉して、妥結を図

って、その内容の実行をモニタリングして、企

業のさらなる発展と組合員の雇用労働条件の改

善が図られます。そういう意味で、組合があれ

ば、職場の民主主義というものが確立できてい

ると思います。 

私は、地域の再生にも地域で民主主義の確立

というものが必要だと思います。まず、地域再

生に向けては、地域の構成員が自由に声を出し

て、自分や家族の生活、あるいは行政、地域の

自然、さらには生活環境、また社会がどうすれ

ば持続可能なのかということについて、集まっ

て議論していくことが非常に重要であります。

そういう議論を通じて、地域住民一人一人が、

自分がこの地域の主体者である、主人公である

という意識を持って地域における真の民主主義

をつくっていくことが非常に大事だと考えてお

ります。 

日本の組合の組織率は今17.5％ですので、組

合のない職場のほとんどの労働者は職場で民主

主義を経験できておりません。そのためみずか

ら声を出す機会が職場にはないわけでありま

す。そういう方々をできるだけ組合活動、組合

が行っている地域活動に巻き込んでいくことが

重要であります。そこで、自分たちが物事を決

めていく民主主義のよさを体験して、それを自

分の企業でも実践していけるように、組合結成

の芽をつくることが組合の地域活動でできるこ

とではないかと思います。 

 

地域における労働組合の役割はネット

ワークをつくること 

先ほど司会者がおっしゃいましたけれども、

地協って本当に３つのＫがない。すなわち、地

協は、構成組織に指示・命令等をする権限

（Kengen）がない、構成組織が地協に対して関

心（Kanshin）がない、そして活動に必要な十分

な金（Kane）がない。なのに、オールマイティ

ー組織じゃなければいけないというものであり

まして、普通でいればできるわけがないんです

ね。ですので、得意なところを磨いて、それを

発揮しなければいけないと思うんです。労働組

合が得意としているのは人とのつながりです。

企業のなかで、産別のなかで、ナショナルセン

ターのなかで、また地方連合会、地協を通じて、

そういう関係性づくりができるわけでありま

す。それをもっと強化することが重要ではない

かと思います。連合新潟中越地協にはネットワ

ーク型活動があるんですが、そういうものを積

極的につくることが、労働組合が地域でできる

最も重要なことではないか。すなわち、私たち

の体で言えば、血管をつくることなんです。そ

れが労働組合にできることだと思っておりま

す。 

 

周りの人たちを巻き込んでいく運動－

中越地協の事例から 

10の地協を２年間調査させていただきまし

て、この報告書（連合総研、2010『「地域協議会

の組織と活動の現状」調査報告書』）を出させて

いただきましたけれども、それぞれ特徴があっ

て、何がいいのか悪いのかということは言えな

いわけであります。私が何回も調査をしたとこ

ろが今日ご発表いただきました中越地協でござ
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います。中越地協は、ご紹介いただきましたよ

うに、オールマイティー組織として考えられな

い活動をするわけであります。なぜそれができ

るかということを自分なりに考えたわけであり

ますが、最も重要なのはやっぱり事務局長さん

の役割だと思うんですね。しかし、１人しかな

いので、できるだけ周りの人たちを生かす、す

なわち巻き込んでいく運動が非常に大事である

と考えております。そのためにはさまざまなイ

ベントを設けて、それに組合員が参加できるよ

うに、たまには組合員のお子さんを連れてきて、

稲刈りなどはそうでありますが、労働運動のよ

さ、また、地域で住んで、こんなにいいんだよ

ということを子どもに伝えていくことが非常に

重要であると思います。 

それだけではなくて、ＯＢを使い、またＮＰ

Ｏも使い、また機関紙も使うんですね。中越地

協の重要な活動の１つとして機関紙を毎月３回

出すんです。１日、11日、21日、必ず機関紙を

出します。そうしますと、運動しなければ機関

紙の内容が埋まらないわけです。ですので、積

極的に活動しなければいけないと同時に、過ぎ

去ったことだけ機関紙に出すと、関心がない方

が多いわけでありますが、これから行われるイ

ベント、例えば12月に日韓国交正常化の50周年

記念でイベントがあるんですが、地協を通じて

いけば割引になるということを出すわけです。

賃上げに関心がない組合員のなかには、そうい

う講演に行きたいという人もいます。そういう

人たちに関心を持たせて、参加すると、次は組

合運動にもつながるわけであります。 

また、お金も使うのですね。私が調査したと

きは、600号の記念のときで、組合から名刺の広

告がでるようにということで金を出させるわけ

です。そうすると、自分たちの組織の広告がち

ゃんと載っているかどうかと関心を持ちます。

今まで機関紙に目を向けなかった人が目を向

け、どんどん地協の活動につながります。あら

ゆる資源を動員する、巻き込んで地協活動をや

っていくということで、ネットワークをつくっ

て組合員が参加できるようにし、また、ネット

ワークの市民団体も組合に関心を向けるように

するという運動が非常に大事であると思いま

す。それをやると、組合活動の活性化にもつな

がるわけですね。 

具体的な内容は報告書、あるいは私の『労使

関係のフロンティア』という本の中で12章に書

かせていただきましたので、それをごらんいた

だければと思います。 

 

できるところから手を挙げてやろう 

組合がやろうとすれば、いろいろな方法を通

じてできると思いますが、そのとき１つ注意し

なければいけないのは、企業の中の組合活動と

違うんだということです。企業の中で物事を決

めるときには組合員の過半数の同意を得なけれ

ばいけないんですが、こういう地域活動は会議

をしても、自分たちはできないから同意しない

ということで同意する人が過半数にならないこ

とが多いわけです。ですから、その事業をやら

ない。そうすると、何もできないんですね。そ

れじゃなくて、できるところから手を挙げて、

１つの組織でもいいからやろうと。その方法で

やっていくとどんどん活動が拡大するので、組

織運営においてももう少し違う視点でやれば、

地協活動、地方連合会の活動がもっと深まるの

ではないかなと思います。 
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パネラーへの質問 

ご報告してくださった方々の内容はとても

貴重で、本当に感銘を受けました。そのなかで、

もう少し具体的にお話をしていただきたいと思

います。 

まず山形でありますけれども、企業力という

ものを支えるものとして、従業員のやる気、忠

誠心が原動力であると言われました。具体的に

米沢ＢＮＯと大学との連携の中で、企業力につ

ながる成果としてどういうものがあるのか、そ

れをさらに教えていただければと思います。 

石川の事例としては、ボランティア活動、３

年間、約140人が参加したということで、重要な

活動です。ボランティア活動をして、参加した

人がどういう意義を感じたのか、それをさらに

お話ししていただければと思います。 

３つ目に島根でございますが、アンケート調

査とヒアリング調査をなさったと言われまし

た。16人にヒアリング調査した結果の内容を教

えていただければと思います。いろいろなヒン

トを得たと言われましたので、具体的な内容を

教えていただければと思います。 

そして徳島でございますが、良質な公共サー

ビスの中身が何なのか、何を目指しているのか、

それをさらに具体的におっしゃっていただけれ

ばより理解が深まるのではないかなと思いま

す。 

 

 

――― ありがとうございました。今、呉先生

から各地域の取り組みについてコメント

いただきましたし、幾つか質問をいただ

いております。簡単に一言、ポイントを

改めてご報告いただければと思います。 

 

【井上】事例を挙げますと、実際にものづくり

シニアインスラクターが出向いた会社に、

米沢の玉澤精機がございました。最悪な状

況でものづくりシニアインスラクターがそ

の会社に行きまして、１年目には黒字化。

そして、今では当然従業員の給料もアップ

していますし、新入社員も採っている良い

企業になっています。そういった意味では、

強い企業になったということです。また、

従業員の家族への幸せを追求するという企

業理念に玉澤精機は変わりました。そうい

ったところが非常に功を奏しているんだろ

うと思います。これはわれわれとしても、

これから目指していかなければならない企

業の姿だと思っています。 

   そうしたなかで、良質な雇用があって、

地域に暮らす理由ができるのだと思いま

す。その地域に根づくということになると

思いますから、そうした会社をつくってい

かないといけない。どういう形でつくって

いくのかといいますと、強い会社というの

は改善力がある会社なんだと思うんです。

そうしたところでは、経済産業省のほうで

現在ものづくりカイゼン国民運動というも

のをやっています。ＪＣＭで政策にもなっ

ておりまして、その具体的な例が山形大学

のものづくり改善インストラクター養成ス

クールです。 

   それから、良い会社ってどういう会社な

んだろうというイメージをわれわれは持た
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ないといけない。これも実は経済産業省で

取り組んでいる事例があります。それは坂

本光司さんという方が『日本でいちばん大

切にしたい会社』という本を書いておりま

すけれども、「日本でいちばん大切にしたい

会社」大賞というのがあるんです。そこに

は100の指標がありまして、これは私たちが

会社に求めていかなければならない指標だ

と思っています。そのためには当然、労働

組合の経営対策力を上げて、高めていかな

いといけませんし、その輪を広げていかな

いといけない。そして、そういう企業を中

心に先ほどのポジティブサイクルを回して

いくということです。 

   米沢ＢＮＯというのは、強い企業ができ

ても、みんなばらばらのベクトルではだめ

なので、それを合わせていくために、産官

学金労という連携組織は必要ですし、そう

いった取り組みは全国に広げていただきた

いと思っております。 

 

【船塚】能登から金沢に多くの若者が働きに来

ています。その金沢で働いている者を無理

やりボランティアに連れて行きます。金沢

から東京までは新幹線で２時間30分、金沢

から珠洲まで２時間30分なんです。大変つ

らい思いをしますが、やはり田舎に行って

実際にボランティアをすると、行ってよか

った。現地の人と交流できた。地域に入っ

て初めてわかることを青年・女性委員のメ

ンバーも言ってくれるので、それが無理や

りさせたボランティアの唯一の成果です。 

 

【錦織】ヒアリングの１つの事例ですけれども、

島根出身で東京で結婚された男性の方とそ

の奥さんのお話を聞きました。東京生まれ、

東京育ちの奥さんがぜひご主人の出身地の

島根で子育てがしたいという強い意向で、

島根なんかでという思いと不安を持ちなが

ら島根へ帰ってきたそうです。「確かに島根

に帰ってきて、旦那の所得は２分の１どこ

ろか４分の１です。ただ、子育てをする環

境としたら、まったく想像もしないほどす

ばらしく自然は多いし、周りの人が子ども

に気を使ってくれるし、ものすごくいいと

ころです。何で島根の人はこんなことをも

っと外にアピールしないのですか」という

ことをおっしゃっていました。 

   そういう声を酌み取る場所というのは行

政にもない。周りにもなかなかないという

なかで、今回のこういう取り組みをしたこ

とで、パイプ役としての役割もわれわれの

取り組みに求められているのではないかと

いうことがわかりました。 

 

【吉野】良質な中身が具体的に何なのかといい

ますと、この間、市場にすべて任せ、役所

がしていたサービスを業務委託の拡大のな

かで市場原理だけで安ければいいという論

理だけで、実は中身を伴わないまま市場に

放り出され、そこにいる住民の気持ちがま

ったく無視されてきたのが実態です。 

   一番大きく問題になってきたのはふじみ

野市で起きたプールの事故に象徴されると

思います。指定管理者制度を利用して監視

員がいなかったとか、そうした質を問わず、

中身をまったく無視した行政サービスにし

てしまったことです。しっかりと戻してい
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かなければならないと思います。そうした

ことで、医療や教育など、しっかりとした

行政サービスや公共サービスが充実してい

けば、人口も雇用もきちんと守られていく

と思います。そうすれば地元企業が海外に

も出ていかないだろうし、会社の経営者が

雇用をつくる努力をするけれども、どうし

ても公共に頼らなければいけない部分とい

うのはあります。企業があっても、暮らし

がきちんと支えられていることが具体的な

中身（公共サービスの質）であり、その仕

組みが必要です。それを切り捨ててしまう

と、だんだん地域自体も疲弊して消えてし

まうというのがわれわれの考えです。質と

量のバランスですので、そうした具体的な

中身をひとつずつ掘り下げていきますと、

税金とか年金とかいろいろなことにリンク

してくると思います。 

 

――― ありがとうございました。連合本部の

下田局長から、今のやりとりを含めて、

今後連合本部として地域に顔の見える労

働運動をどう展開するか、そして地域協

議会の強化に向けてどういう取り組みを

するかということについて、ポイントを

絞ってコメントいただければと思いま

す。よろしくお願いいたします。 
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地域で働く組合員以外の仲間を 

つなぐ運動に向けて 

 

 
 

 

下田 祐二 連合組織拡大・組織対策局長 

 

 

まずは連合の仲間をつなぐ 

まずは５名の報告者の方々に、地域でのいろ

いろな活動を発表いただきました。ありがとう

ございました。本当にいろいろとやっていると

いうことが改めてわかりました。本当は連合が

なぜ地協改革をやったかとか、そういうところ

から話をしたかったんですけれども、時間があ

りません。 

今連合としては260の地域協議会がありま

す。そこに専従を置き、事務所を構え、事務員

を置くということで、連合としては縦と横の運

動の横の部分を各地域で担っていただいている

と思っています。その2012年６月から新地協が

発足して、その地域が、地協がどうなっている

かということをわれわれも把握する必要がある

ので、昨年アンケート調査をしたり、ブロック

ごとに地域協議会の方々とひざを交えて話をし

たりしてまとめたものが、『地域協議会の果たす

具体的な機能についての調査（２）結果』です。

このなかに地域協議会の事務局長の皆さんの日

ごろの苦労も愚痴も、いろいろなことが入って

います。それをもとに、連合としてどのように

しようかということを、われわれ内局で考え、

今年度の運動方針に出させていただきました。 

１つは地域協議会、地方連合会もそうです

が、事務局長１人では何もできないんです。地

方連合会というのは構成組織から人もお金もも

らって運動をやっているわけです。ここに構成

組織の理解と運動の協力がないと絶対だめだと

私は思っています。そのことをどうやるのかと

いうことです。その１つが幹事会をしても人が

集まらない。それはそうです。広い地域協議会

のなかで非専従で活動して、地協の幹事会を１

時間か１時間半やって、そして１時間ぐらいか

けて帰る。こういうことで地域の役員の方々に

は、日ごろから地域運動を本当に一生懸命やっ

ていただいているんです。そういう人たちがい

ろいろな都合で集まれない。そこを地協の事務

局長も苦労して、チラシを配ったり、いろいろ

な幹事会の活動資料を配ったりということで、

連合運動の立場から 
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地域をつないでいます。 

メーデーひとつをとっても、メーデーをやる

ことによって、そこの組合員をいろいろとつな

いでいる。ＮＰＯともつなぐ。そういうことで、

まず働くわれら連合の仲間をつないでほしい。

まずそれをやっていただければ、連合運動が地

域に見えないとかいうことがなくなるのではな

いか。12の機能と言われていますけれども、そ

うではなくて、このことをやればその機能の１

つも２つもできる。少し肩の荷をおろしてくだ

さいということを今年の地協事務局長会議では

言ってまいりました。 

 

地域で働く人たちをつなぐ 

そしてもう１つは、組合員だけではなくて、

地域で働く人たちをつなぐ役割をしてほしいと

いうこともいろいろとお願いするようにしてい

ます。それは春闘とか、いろいろな問題があり

ます。そういうことをすれば、われわれ働く仲

間の組織だけではなくて、地域に働いている人

たちに対しても、情報を出したりとか、いろい

ろなことができる。そのこと１つでも地域の働

く仲間をつなぐ運動ができるのではないか。日

常の運動で結構ですということも言いました。 

そのようなことができたら、次は地域をつく

る。今、地域再生とか、いろいろな話が出てい

ます。労働組合が地域をつくるんだという運動

にも踏み出してほしいということもお願いしよ

うと思っています。しかし、大きな30万人を抱

えた大地協と私が住んでいるような田舎の小さ

い地協が同じことをやっても仕方がない。金太

郎飴のような運動はできません。大都市は大都

市でやれることもあるし、田舎の地協はそこに

即した運動がやれる。そういう地域に特色のあ

る運動をこれからやってもらうように提起して

いかないといけないと思っています。 

今、課題としては人材不足、お金不足という

ことがありますが、ここを何とかしなければい

けないとも思っております。新任事務局長の研

修会のときに、中村圭介先生が「皆さん、裏方

に徹してください」ということを言われました。

皆さん、目から鱗が落ちるような感じで、新任

の事務局長になって、自分は一生懸命やろうと

思っているのに、私は裏方でいいのかと思われ

た事務局長さんもいました。 

今日の中越地協の報告のように、本当にあん

なことをやろうと思えば、１人では絶対できな

いはずです。幹事の皆さんに役割を分担しなが

ら、地域の人たちをどう巻き込むかというよう

なことをそれぞれ考えていただいて、特色のあ

る地協を、260あれば、260の色があっていいと

思っています。そのようなことを連合本部とし

てはこれから言っていこうと思っています。 

来年２月１日に全国の地協の事務局長さん、

それから地方連合会の事務局長さん、みんな集

まっていただいて、討論会をやろうと思ってい

ます。いろいろな好事例とかもあるし、いろい

ろな形のなかで、日ごろの苦労話も聞きながら、

次につながる運動を展開していく。そういうこ

とを連合本部が先頭になって、これから一緒に

なってやっていこうと思っています。今日は構

成組織の皆さんも来ていらっしゃいますので、

ぜひ地協の運動に理解をいただいて、地協の活

動に参加できる、いろいろな体制をつくってい

ただきたいと思っています。 
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――― ありがとうございました。ぜひよろし

くお願いいたします。本当は参加されて

いる皆さんからご質問を受けたいところ

ですが、時間を過ぎましたので、これで

このパネル討論を終了したいと思いま

す。 

    先ほど、コメンテーターをお願いしま

した呉先生から、地域再生には、地域に

おける住民同士が議論できる場をつくる

のが極めて重要だ。そういう役割を労働

組合が担う必要があるのではないかとい

う指摘もされました。今回のタイトルあ

りますように、「結び目としての労働組

合」という、まさに地域のつなぎ役とし

ての、労働組合の役割が１つあるのでは

ないかと思います。今日のシンポジウム

が、これから皆さんが地域でそうした活

動を行っていくことの参考になればと思

います。 

    それから、まさに2010年の連合総研の

調査報告書をもとに中村圭介先生が出版

されました『地域を繋ぐ』という本もあ

ります。また、呉先生が出版されていま

す『労使関係のフロンティア』という本

のなかでも地域協議会の活動について紹

介されておりますので、ぜひ改めてそち

らにも目を通していただいて、今後の活

動に生かしていただければと思います。 

    若干時間を過ぎましたが、以上をもち

ましてパネル討論を終了いたします。パ

ネラー、コメンテーターの皆さんに改め

て感謝の気持ちで拍手をお願いしたいと

思います。ありがとうございました。 
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ま
ず
、
具
体
的
な
活
動
内
容
に
入
る
前
に
、
連
合
新
潟
中
越
地
域
協
議
会
（
以
下
「
中

越
地
協
」
と
略
す
。
現
地
で
は
「
連
合
中
越
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
）
の
事
務
局
長

の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
略
記
す
る
。
金
子
博
事
務
局
長
は
、
高
校
を
卒
業
し
て
「
父
親
と

２
人
で
自
営
業
と
し
て
仏
壇
屋
」
を
作
る
職
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
死
ん
だ
人
間
の

仏
壇
を
作
る
よ
り
も
生
き
た
人
間
の
方
が
い
い
と
思
っ
て
、
飛
び
込
み
で
社
会
党
の
事
務

所
に
入
り
書
記
を
３
年
ぐ
ら
い
」
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、「
社
会
党
の
書
記
も
い
い
け
れ

ど
も
、
労
働
組
合
を
や
ら
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
て
、
総
評
の
新
潟
県
評
に
専
従
の
オ
ル
グ

と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
15
年
間
、
県
評
の
オ
ル
グ
を
行
っ
た
後
、
19
89
年
連
合
発
足
と

と
も
に
連
合
新
潟
の
書
記
と
な
っ
た
。
19
90
年
12
月
１
日
、
中
越
地
協
の
設
立
と
と
も

に
、
同
地
協
の
事
務
局
長
と
な
り
現
在
（
20
09
年
７
月
１
日
）
に
い
た
っ
て
い
る
。

前
記
の
通
り
、
中
越
地
協
は
、
連
合
の
求
め
て
い
る
モ
デ
ル
地
協
（
現
、
新
地
協
）
の

活
動
を
す
べ
て
こ
な
し
て
い
る
が
、
そ
の
活
動
は
、
大
き
く
自
前
型
活
動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
活
動
に
分
け
ら
れ
る
（
図
表
12
－
１
参
照
）。
な
ぜ
万
能
型
地
協
活
動
が
で
き
る
の

か
、
そ
れ
は
、「
巻
き
込
み
手
腕
」
に
あ
る
。
巻
き
込
み
手
腕
は
、
地
協
の
す
べ
て
の
構

成
員
に
活
動
の
機
会
を
与
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
合
や
力
量
に
合
わ
せ
て
活
動
す
る
よ
う

に
周
知
・
調
整
す
る
こ
と
か
ら
成
り
立
つ
。
そ
の
際
、
最
も
重
要
な
手
段
は
、
毎
月
１

日
、
11
日
、
21
日
に
発
行
さ
れ
る
機
関
紙
（「
れ
ん
ご
う
中
越
地
協
」）
で
あ
る
（
後
述
）。

な
お
、
中
越
地
協
は
、
20
08
年
11
月
末
現
在
で
、
33
産
別
か
ら
な
る
組
合
員

２
万
5,
79
5
名
を
有
し
て
い
る
。
組
合
員
2,
00
0
人
以
上
の
産
別
は
、
自
治
労
（
7,
42
7

名
）、
U
Iゼ
ン
セ
ン
同
盟
（
3,
51
4
名
）、
JA
M
（
3,
32
2
名
）、
そ
し
て
新
教
組

（
2,
92
2
名
）
等
で
あ
る
。
ま
た
、
中
越
地
協
に
は
、
６
つ
の
支
部

36
8
が
あ
る
。

以
下
で
は
、
自
前
型
活
動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
活
動
に
わ
け
て
主
要
な
活
動
に
つ
い
て

見
る
こ
と
に
す
る
。

36
8　
旧
6
地
協
が
、
中
越
地
協
の
支
部
（
栃
尾
支
部
、
見
附
支
部
、
小
千
谷
支
部
、
北
魚
沼
支
部
、
南

魚
沼
支
部
、
そ
し
て
十
日
町
支
部
）
と
し
て
再
編
さ
れ
た
の
は
20
07
年
12
月
で
あ
る
。

第
章

 
 
1
2
 
 

全
員
参
加
に
よ
る
「
万
能
型
地
協
」

－
連
合
新
潟
中
越
地
域
協
議
会
の
事
例
－

第
１
節
　
は
じ
め
に

「
金
子
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
豚
の
放
牧
を
す
る
な
ど
、
す
ご
い
よ
」
と
、
20
09
年
１
月
19

日
、
連
合
の
地
協
専
従
役
員
会
議
（
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
）
の
懇
親
会
で
、
あ
る
方
か

ら
い
わ
れ
た
。
と
て
も
興
味
深
く
、
そ
の
活
動
を
是
非
う
か
が
い
た
か
っ
た
。
そ
の
思
い

が
初
め
て
実
現
し
た
の
が
同
年
４
月
３
日
で
あ
っ
た
。
豚
の
放
牧
等
の
N
PO
活
動
が
地

協
活
動
の
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
は
、
そ
う
で
は
な
く
、
連
合
が
モ
デ

ル
地
協
に
求
め
て
い
る
す
べ
て
の
活
動
を
立
派
に
こ
な
し
て
い
た
。
そ
れ
が
「
万
能
型
地

協
」
と
名
づ
け
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
専
従
者
１
人
（
金
子
博
事
務
局
長
）
と
２
人
の
書

記
36
6
で
ど
う
し
て
そ
う
い
う
活
動
が
で
き
る
か
、
と
て
も
不
思
議
で
あ
っ
た
。
そ
の
不

思
議
を
少
し
で
も
晴
ら
す
た
め
に
、
２
回
目
、
３
回
目
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

36
7
を
お
願
い
し

て
実
現
し
た
。

36
6　
書
記
の
1
人
は
勤
続
20
年
の
ベ
テ
ラ
ン
、
も
う
1
人
は
勤
続
1
年
で
あ
る
。
両
者
と
も
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
い
て
い
る
。

36
7　
連
合
新
潟
中
越
地
域
協
議
会
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
第
1
回
目
20
09
年
4
月
3
日
、
第
2
回

目
6
月
12
日
、
そ
し
て
第
3
回
目
を
7
月
1
日
に
行
っ
た
。
3
回
す
べ
て
金
子
博
事
務
局
長
、
第
2

回
目
は
矢
島
良
彦
議
長
、
ま
た
、
第
1
回
目
と
第
2
回
目
は
連
合
新
潟
江
花
和
郎
会
長
よ
り
も
貴
重
な

お
話
を
う
か
が
っ
た
。
な
お
、
第
2
回
目
は
長
岡
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
総
会
に
陪
席
し
た
。

ま
た
、
第
3
回
目
は
、
N
PO
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
学
校
給
食
調
理
残
さ
回
収
と
処
理
の
現
場

を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
同
時
に
RB
N
労
組
委
員
会
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
連
合
総
合
組
織
局
の
一
條
茂
局
長
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
を
し
て
頂
く
だ

け
で
は
な
く
、
第
1
回
目
と
第
2
回
目
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
に
同
行
し
て
頂
い
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
、
皆
様
の
ご
協
力
に
対
し
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ち
な
み
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
3
回
と
も
連
合

総
研
の
南
雲
智
映
研
究
員
と
一
緒
に
行
っ
た
。

 

  

呉
学
殊
『
労
使
関
係
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
－
労
働
組
合
の
羅
針
盤
』（

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
、
20
12
年
）
よ
り
 

（
※
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の
許
可
を
得
て
掲
載
）
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新
た
に
推
進
す
る
事
業

新
た
に
推
進
す
る
事
業

副
議
長
2名
＋
幹
事
3名

国
民
活
動
、
青
年
・
女
性
、
メ
ー
デ
ー
ほ
か

副
議
長
1名
＋
幹
事
3名

機
関
紙
、
H
P、
街
宣
行
動
ほ
か

行
動
提
起

官
公
部
門

民
間
部
門

産
別

産
別

産
別

単 組
分 会

産
別

産
別

単 組

単 組
単 組
単 組

分 会
支 部

組
織
ブ
ロ
ッ
ク
の
右
側
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
運
動

組
織
ブ
ロ
ッ
ク
の
左
側
が
自
前
型
運
動

  網
　
新
し
く
補
強
さ
れ
る
運
動

産
別
単
位
で
加
入

直
加
入

政
策
立
案
能
力
ア
ッ
プ

H
P
強
化

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
化

ロ
ー
カ
ル
FM
、
バ
ス
広
告
等
の
メ
デ
ィ
ア
媒
体
活
用

連
合
新
潟

連
合
新
潟
高
齢
者
協
議
会

連
合
中
越
高
齢
者
協
議
会

モ
デ
ル
地
協
推
進
常
任
委
員
会

議
長
1名
、
副
議
長
6名
、
事
務
局
長
1名
（
専
従
）

事
務
局
次
長
1名
、
幹
事
17
名
、
会
計
監
査
2名

事
務
局
（
事
務
局
長
専
従
1名
＋
パ
ー
ト
書
記
1名
）

総
務
・
財
務
部

組
織
生
活
対
策
部

教
宣
文
化
部

国
民
市
民
活
動
部

関 係 団 体
全
市
全
戸
個
別
チ
ラ
シ
配
布
体
制
確
立

自
前
型
活
動

高
齢
協
セ
ミ
ナ
ー

市
政
要
望
提
出

共
催

解
散

囲 碁 将 棋

大 会
栃 尾 支 部

見 附 支 部

越 路 支 部

官
公
部
門
連
絡
会

民
間
部
門
連
絡
会

春
季
生
活
闘
争

政
策
委
員
会

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
（
春
・
秋
）

勤
労
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

産
業
別
連
絡
会

勤
労
者
の
生
活
支
援
N
P
O
立
上
げ

シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
の
協
働
事
業

モ
デ
ル
地
協
推
進
委
員
会

顧
問
2名

四
役
会
議

緊
急
性
・
重
要
性
に
よ
り
随
時

幹
事
会
（
毎
月
1回
）

事
務
局
長
＋
事
務
局
次
長

財
政
、
会
計

副
議
長
2名
＋
幹
事
3名

部
門
連
絡
会
、
中
小
対
策
ほ
か

政
策
福
祉
部

副
議
長
2名
＋
幹
事
4名

自
治
体
要
望
、
福
祉
関
連
事
業
ほ
か

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
活
動

中
越
地
震
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

略
称
：
TJ
S
市
民
ネ
ッ
ト

事
務
局
担
当

情
報
公
開
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
、
情
報
公
開
個
人
情
報
審
査
会
委
員
、
行
財
政
改
革
市
民
委
員
会
委
員
、

米
百
俵
財
団
理
事
、
特
別
職
等
報
酬
審
議
会
委
員
、
環
境
審
議
会
委
員
、
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
会
議
委
員
、

総
合
計
画
「
土
地
利
用
部
会
」
委
員
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
懇
談
会
委
員

見
附
市
特
別
職
等
報
酬
審
議
会
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
委
員
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員
、
勤
労
者
家
庭
支
援
施
設
運
営
委
員

行
政
（
審
議
会
・
委
員
会
等
）
関
係
へ
の
委
員
派
遣

長
岡
市

（
社
）
中
越
防
災
安
全
推
進
機
構

労
働
者
派
遣
協
力
推
進
員

労
使
就
職
支
援
機
構

労
災
防
止
指
導
員

（
財
）
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

勤
労
者
ゆ
と
り
釣
魚
大
会

地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

非
核
平
和
都
市
市
民
の
集
い

長
岡
空
襲
を
青
少
年
に
語
り
継
ぐ
会

柿
川
清
掃
と
歴
史
探
訪
の
集
い

ア
ジ
ア
ア
フ
リ
カ
救
援
米
運
動

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
サ
ー
ク
ル
み
ず
ば
し
ょ
う

N
P
O
法
人
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

列
島
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

骨
髄
バ
ン
ク
を
育
て
る
会
長
岡
支
部

地
方
議
員
団
（
県
議
・
市
議
）
会
議

賃
金
・
経
済
セ
ミ
ナ
ー

監
事
協
力
員
1名

委
員
2名

指
導
員
1名

副
理
事
長
・
評
議
委
員
各
１
名

実
行
委
員
長
・
事
務
局
担
当

会
長
・
事
務
局
担
当

実
行
委
員
1名

実
行
委
員
1名

実
行
委
員
2名

事
務
局
次
長
・
実
行
委
員
4名

実
行
委
員
長
・
事
務
局
担
当

事
務
局
担
当

理
事
長
・
理
事
各
1名

事
務
局
担
当

随
時
協
力

必
要
に
よ
り
開
催

共
催
事
務
局

青
年
委
員
会

女
性
委
員
会

20
06
年
12
月
組
織
統
合

青
年
・
女
性
委
員
会
：
愛
称
：
S
Jネ
ッ
ト

政
治
・
政
党
関
係

議
長
・
事
務
局
長
対
応

議
長
・
事
務
局
長
…
…
宛
職
対
応
、
専
従
者
対
応

地
協
委
員
会
（
年
3回
開
催
　
2月
、
6月
、
9月
）

幹
事
会
役
員
26
名
、
会
計
監
査
2名
、
代
議
員
（
産
別
49
名
、
支
部
2名
、
女
性
1名
）

2月
（
春
季
生
活
闘
争
意
思
統
一
）
の
み
拡
大
地
協
委
員
会

総
会
（
年
1回
、
隔
年
で
「
定
期
」
「
年
次
」
）

幹
事
会
役
員
26
名
、
会
計
監
査
2名
、
代
議
員
（
産
別
85
名
、
支
部
2名
、
女
性
実
行
委
員
会
3名
）

午
後
の
総
会
終
了
後
、
夕
方
か
ら
「
23
0名
規
模
で
団
結
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」

役
員
・

代
議
員
派
遣

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
参
加

地
区
メ
ー
デ
ー

支
部
代
表
者
会
議

図
表
12
－
1
　
中
越
地
協
の
組
織
図
お
よ
び
活
動
図
（
2
0
0
6
年
度
時
点
）
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不
当
解
雇

37
2
を
受
け
た
が
、
裁
判
闘
争
な
ど
を
通
じ
て
、
そ
れ
を
撤
回
さ
せ
て
悪
質
労

務
を
続
け
た
旧
経
営
陣
を
一
掃
し
、
８
年
間
に
及
ぶ
企
業
再
建
へ
の
道
を
切
り
開
い
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
は
中
越
地
協
の
役
割
が
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。
中
越
地
協
が

RB
N
労
組
か
ら
の
相
談
を
受
け
た
の
は
、
同
労
組
結
成
２
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
中

越
地
協
は
、
RB
N
労
組
の
闘
争
を
支
援
す
る
た
め
に
は
連
合
新
潟
全
体
の
取
り
組
み
が

必
要
だ
と
判
断
し
、
同
労
組
を
連
合
新
潟
に
直
加
盟
さ
せ
た
。

中
越
地
協
は
、
多
く
の
組
合
員
の
参
加
を
得
な
が
ら
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
を
行
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
20
09
年
の
メ
ー
デ
ー
へ
の
参
加
者
（
家
族
を
含
む
）
は
、
中
越
地

協
の
６
支
部
だ
け
で
も
、
約
1,
70
0
人
に
の
ぼ
る
。
中
越
地
協
の
「
年
間
動
員
数
は
、
他

の
地
協
と
同
レ
ベ
ル
の
事
業
で
や
っ
て
い
て
も
、
大
体
７
倍
ぐ
ら
い
多
い
」
と
い
う
。
こ

の
よ
う
に
動
員
数
が
多
い
の
は
、「
（
組
合
員
の
：
筆
者
）
好
き
嫌
い
も
あ
る
し
、
好
み
が

あ
る
の
も
な
い
の
も
あ
る
し
、
み
ん
な
あ
る
わ
け
。
そ
こ
を
無
理
し
な
い
で
、
み
ん
な
が

関
わ
り
合
え
る
範
囲
内
で
や
っ
て
い
る
か
ら
。
そ
の
代
わ
り
様
々
な
雑
多
な
メ
ニ
ュ
ー
を

い
っ
ぱ
い
出
す
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
ど
こ
か
で
関
わ
っ
て
く
れ
る
わ
け
だ
か
ら
」

で
あ
る
こ
と
が
主
因
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

毎
月
開
か
れ
る
幹
事
会
へ
の
出
席
率
も
約
90
％
に
の
ぼ
る
が
、
そ
れ
は
、「
必
ず
し
も

産
別
の
ト
ッ
プ
を
幹
事
会
の
メ
ン
バ
ー
に
せ
ず
に
地
協
活
動
に
関
心
の
高
い
人
を
メ
ン
バ

ー
に
し
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る

37
3 。
い
わ
ゆ
る
「
肩
書
主
義
」
で
は
な
く
「
実
動
主
義
」

に
よ
る
メ
ン
バ
ー
の
選
定
で
あ
る
。

(2
)　
行
政
へ
の
要
請
活
動

中
越
地
協
は
、
定
期
的
に
行
政
へ
の
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。
次
年
度
予
算
編
成
に

向
け
て
行
う
も
の
で
、
20
08
年
の
場
合
、
10
月
22
日
に
、
長
岡
市
長
に
要
望
書
を
提
出

し
、
要
望
内
容
の
説
明
を
行
っ
た
。
同
要
望
書
に
対
し
、
翌
年
１
月
29
日
、
市
か
ら
の

文
書
に
よ
る
回
答
を
も
ら
う
と
と
も
に
、
副
市
長
か
ら
回
答
内
容
の
説
明
を
受
け
た
。
そ

37
2　
不
当
解
雇
は
、
組
合
執
行
委
員
長
1
回
、
副
委
員
長
2
回
、
書
記
長
4
回
と
い
う
常
識
外
れ
の
も

の
で
あ
っ
た
。

37
3　
20
09
年
10
月
28
日
、
日
本
生
産
性
本
部
の
「
新
し
い
労
組
を
創
る
研
究
会
」
に
お
け
る
金
子
事

務
局
長
の
発
表
。

第
２
節
　
中
越
地
協
の
活
動
内
容

１
　
自
前
型
活
動
（
組
合
完
結
型
活
動
）

(1
)　
労
働
相
談
、
組
織
化
と
紛
争
解
決
、
そ
し
て
動
員

中
越
地
協
に
は
、
通
常
月
１
～
２
件
の
頻
度
で
労
働
相
談
が
入
っ
て
く
る
。
直
近
の

例
36
9
と
し
て
は
、
20
09
年
３
月
２
日
、
２
月
27
日
、
運
送
会
社
か
ら
解
雇
さ
れ
た
３

人
の
運
転
手
か
ら
の
労
働
相
談
を
受
け
た
。
個
人
加
盟
の
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン

37
0
に
加

入
し
て
も
ら
い
、
団
交
に
よ
る
紛
争
解
決
を
図
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
際
、
会
社
の
業
務

量
が
減
少
し
て
い
る
の
と
、
２
月
下
旬
に
就
任
し
た
新
社
長
へ
の
不
信
感
が
強
い
こ
と
か

ら
、
職
場
復
帰
よ
り
も
退
職
条
件
獲
得
に
ウ
ェ
ー
ト
を
お
い
た
。
３
回
の
交
渉
の
結
果
、

O
氏
67
万
6,
41
0
円
、
I氏
73
万
2,
77
4
円
、
そ
し
て
N
氏
65
万
9,
94
6
円
の
解
決

金
を
勝
ち
取
り
、
紛
争
は
駆
け
込
み
か
ら
１
か
月
の
う
ち
に
解
決
し
た
。
３
人
は
、
引
き

続
き
ユ
ニ
オ
ン
の
組
合
員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

労
働
相
談
か
ら
組
織
化
に
繋
が
る
事
例
も
あ
る
。
最
近
の
事
例
と
し
て
は
、
ＩＴ
製
菓

（
組
合
員
約
70
0
人
、
労
働
基
準
法
違
反
の
疑
い
）
37
1 、
RB
N
労
働
組
合
（
同
６
人
、

20
00
年
不
当
労
働
行
為
）、
与
板
社
会
福
祉
協
議
会
（
同
７
人
、
20
04
年
４
月
22
日
組

織
変
更
に
と
も
な
う
雇
用
不
安
）、
運
輸
業
の
翔
進
労
働
組
合
（
同
５
人
、
20
08
年
４
月

６
日
労
働
条
件
の
一
方
的
引
き
下
げ
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

RB
N
労
組
は
、
19
97
年
、
単
独
で
労
組
を
結
成
し
て
以
降
、
会
社
に
よ
る
度
重
な
る

36
9　
『
れ
ん
ご
う
中
越
地
協
』
20
09
年
3
月
21
日
。

37
0　
連
合
新
潟
に
は
、
個
人
で
も
加
入
で
き
る
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
労
働
組
合

と
し
て
の
労
働
三
権
を
行
使
し
て
い
る
。
中
越
地
協
は
そ
の
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
の
支
部
を
お
い
て
い

る
が
、
組
合
員
数
は
20
09
年
4
月
現
在
、
18
人
で
あ
る
。

37
1　
ＩＴ
製
菓
の
組
織
化
も
「
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
で
ポ
ツ
ポ
ツ
と
相
談
が
来
て
、
い
わ
ゆ
る
労
働
基
準
法
違

反
で
は
な
い
か
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
が
来
る
。
ＩＴ
製
菓
の
と
こ
ろ
か
ら
の
相
談
が
3
件
、
4
件
と

重
な
っ
た
」。
そ
の
た
め
、
チ
ラ
シ
をＩ
Ｔ
製
菓
の
所
在
地
に
重
点
的
に
配
布
し
た
結
果
、
も
っ
と
多
く

の
人
々
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
人
々
の
中
か
ら
、「
骨
の
あ
る
人
を
3、
4
人
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
、
組
合
を
作
ら
な
い
か
と
い
う
話
で
組
み
立
て
て
、
1
年
半
か
け
て
結
成
し
た
」
と
い
う
。
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っ
た
が
、
行
政
に
提
案
す
る
と
、「
で
き
ま
せ
ん
、
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
わ
れ
た
。
そ
の

た
め
、「
そ
の
金
を
ど
う
や
っ
て
捻
出
す
る
か
ま
で
こ
ち
ら
が
提
案
」
し
た
と
い
う
。
平

和
の
森
公
園
建
設
構
想
を
、「
少
し
ず
つ
、
前
の
前
の
市
長
の
時
」
か
ら
行
政
と
話
を
し

た
。「
市
長
が
代
わ
る
と
、
お
金
に
何
か
書
い
て
あ
る
わ
け
な
い
の
で
」、
「
公
園
の
分
な

ん
て
書
い
て
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
で
、
財
政
が
き
つ
く
な
れ
ば
い
く
ら
で
も
使
う
」

が
、「
こ
れ
は
絶
対
使
わ
な
い
。
そ
の
た
め
の
金
だ
ぞ
」
と
主
張
す
る
。「
財
務
部
長
が
３

年
ぐ
ら
い
で
」
代
わ
る
と
、
そ
の
た
び
に
、
公
園
の
建
設
の
た
め
の
財
源
の
確
保
を
確
認

し
た
。
平
和
の
森
公
園
の
建
設
実
現
の
た
め
に
、
助
役
、
市
長
公
室
、
教
育
委
員
会
、
用
地
管

財
課
等
の
行
政
と
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、
大
義
名
分
を
引
き
出
す
た
め
に
平
和
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
ア
オ
ギ
リ
を
広
島
か
ら
も
っ
て
こ
よ
う
と
考
え
た
。
こ
う
し
た
働
き
か
け
を

何
年
間
か
し
な
が
ら
、
平
和
の
森
公
園
は
19
96
年
７
月
に
完
成
し
た
。
明
治
公
園
等
の

い
く
つ
か
の
と
こ
ろ
で
転
々
と
行
っ
て
き
た
市
の
平
和
の
式
典
を
、
い
ま
は
平
和
の
森
公

園
で
行
う
こ
と
に
な
り
、
同
公
園
が
長
岡
市
の
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

中
越
地
協
が
所
在
す
る
長
岡
市
は
、
太
平
洋
戦
争
の
時
、
長
岡
空
襲
で
多
く
の
人
が
犠

牲
に
な
り
そ
れ
を
追
悼
す
る
た
め
の
慰
霊
塔
が
あ
っ
た
が
、
長
い
年
月
が
経
っ
た
た
め
、

崩
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
移
転
を
し
な
い
と
危
な
い
と
思
っ
た
遺
族
会
が
主
体
と
な
っ
て

移
転
計
画
を
立
て
た
が
、
高
齢
者
が
多
く
そ
の
計
画
は
思
う
よ
う
に
す
す
ま
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
と
を
認
知
し
た
中
越
地
協
は
、
19
94
年
７
月
13
日
幹
事
会
で
「
長
岡
市
民
全
体

の
募
金
活
動
を
や
っ
て
、
移
築
を
や
ろ
う
と
い
う
運
動
を
提
起
し
て
」
１
年
間
の
機
関
討

議
の
結
果
、
そ
れ
が
了
承
さ
れ
た
。
中
越
地
協
は
、
長
岡
空
襲
で
ほ
と
ん
ど
焼
け
野
原
と

な
っ
た
地
域
の
家
に
１
軒
１
軒
全
戸
（
約
１
万
8,
00
0
世
帯
）
を
回
り
、
募
金
の
趣
旨
説

明
を
し
て
1,
00
0
円
ず
つ
寄
付
を
募
っ
た

37
7 。
そ
れ
に
よ
り
、
約
5,
00
0
名
以
上
の
世

帯
・
個
人
か
ら
募
金
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
を
含
め
て
中
越
地
協
が
集
め
た

の
が
31
5
万
円
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
地
域
の
経
済
界
や
行
政
を
動
か
し
て
多
く
の
募
金
が

37
7　
こ
の
募
金
活
動
に
よ
り
、
市
民
も
「
労
働
組
合
と
い
う
の
は
、
自
分
の
給
料
を
上
げ
る
話
と
ボ
ー

ナ
ス
を
増
や
す
話
と
、
休
み
を
増
や
す
話
、
そ
ん
な
話
し
か
聞
い
た
こ
と
が
な
い
け
れ
ど
も
」、
「
地
域

貢
献
と
い
う
部
分
も
含
め
て
平
和
運
動
」
を
や
る
組
織
だ
と
い
う
意
味
で
認
識
を
改
め
て
連
合
運
動
へ

の
理
解
を
高
め
た
そ
う
で
あ
る
。

の
中
で
、
長
岡
市
発
注
の
各
種
入
札
・
契
約
に
つ
い
て
、
単
に
価
格
の
み
で
は
な
く
総
合

評
価
制
度
を
確
立
す
べ
き
と
の
要
望
に
対
し
、
副
市
長
は
、「
そ
の
通
り
と
考
え
る
。
た

だ
、
総
合
評
価
の
基
準
は
簡
単
で
は
な
い
。
あ
ま
り
時
間
を
か
け
ら
れ
な
い
事
例
も
あ
る

し
、
価
格
要
素
８
割
、
評
価
要
素
２
割
と
い
う
こ
と
な
ど
も
あ
り
研
究
し
な
が
ら
少
し
で

も
進
め
た
い
。
直
ち
に
条
例
と
い
う
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
考
え
方
を
示
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
雇
用
や
景
気
対
策
、
障
害
者
雇
用
、
学
校
給
食
関
係
、
介
護
に
関
わ
る

事
業
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
条
例
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見
に
対
し
て
も
、
丁

寧
な
説
明
を
受
け
た
。
中
越
地
協
は
、
各
産
別
・
単
組
に
回
答
書
を
配
布
し
て
意
見
を
徴

集
し
た
上
で
、
回
答
書
に
対
す
る
精
査
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

要
請
活
動
は
定
期
的
な
も
の
以
外
に
、
懸
案
課
題
が
あ
る
た
び
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、

例
え
ば
、
20
09
年
１
月
30
日
、
中
越
地
協
は
、
中
越
高
齢
協

37
4
と
と
も
に
、
介
護
や

救
急
医
療
問
題
な
ど
を
中
心
と
し
た
市
政
要
望
書
を
、
市
長
に
提
出
し
た
。

ま
た
、
毎
年
、
市
長
と
の
対
話
集
会
も
開
か
れ

37
5 、
地
協
の
問
題
意
識
を
市
長
に
伝
え

る
機
会
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
20
08
年
の
場
合
、
幹
事
会
の
前
に
、
幹
事
会
メ
ン
バ
ー

と
長
岡
市
長
と
の
対
話
集
会
が
開
か
れ
た
。

行
政
と
の
対
等
な
交
渉
が
で
き
る
た
め
に
は
、「
（
事
務
局
長
が
）
プ
ロ
パ
ー
で
あ
ろ
う

が
産
別
で
あ
ろ
う
が
ど
ち
ら
で
も
い
い
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
地
協
活
動
で
や
る
ん
だ
っ
た

ら
、
少
な
く
と
も
10
年

37
6
は
腹
を
据
え
て
や
る
と
い
う
仕
組
み
が
必
要
だ
」
と
、
金
子

事
務
局
長
は
考
え
て
い
る
。
１
つ
の
例
が
「
平
和
の
森
公
園
」
で
あ
る
。
金
子
事
務
局
長

は
、
長
岡
空
襲
で
1,
40
0
人
ぐ
ら
い
が
亡
く
な
っ
た
が
、「
身
元
の
わ
か
ら
な
い
人
々
を

火
葬
し
た
場
所
が
あ
り
、
そ
こ
は
宅
地
で
売
る
っ
た
っ
て
買
う
人
が
い
る
わ
け
が
な
い
」

場
所
を
「
平
和
の
森
公
園
」
の
立
地
と
考
え
た
。
そ
の
公
園
を
作
る
の
に
４
億
円
が
か
か

37
4　
中
越
高
齢
協
（
中
越
高
齢
者
協
議
会
）
は
、
連
合
組
合
員
の
O
B・
O
G
組
織
・
退
職
者
の
仲
間
が

結
集
し
た
協
議
会
で
あ
り
、
高
齢
者
政
策
、
と
り
わ
け
介
護
制
度
な
ど
豊
か
な
老
後
・
高
齢
者
社
会
づ

く
り
に
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

37
5　
20
05
～
07
年
ま
で
は
、
中
越
地
震
の
た
め
に
中
断
さ
れ
た
。

37
6　
「
行
政
の
人
は
、
2
年
、
3
年
、
4
年
で
ぐ
る
ぐ
る
変
わ
る
」
が
、「
こ
っ
ち
も
1
期
2
年
で
、
せ
い

ぜ
い
2
期
4
年
ぐ
ら
い
で
変
わ
る
と
し
た
ら
、
行
政
と
全
く
対
等
に
や
り
合
い
で
き
な
い
」
の
が
一
般

的
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
協
の
担
当
者
の
勤
続
年
数
が
長
く
な
る
と
、「
（
行
政
の
：
筆
者
）
部
長
と
ほ

と
ん
ど
互
角
に
話
せ
る
が
、
そ
れ
は
、
向
こ
う
よ
り
こ
っ
ち
の
方
が
ず
っ
と
行
政
が
分
か
る
わ
け
」
だ

か
ら
で
あ
る
と
、
金
子
事
務
局
長
は
、
話
し
て
く
れ
た
。
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「
選
挙
に
な
る
と
、
ち
ゃ
ん
と
私
は
街
頭
演
説
を
す
る
」
が
、
多
く
の
人
が
金
子
事
務

局
長
の
話
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
。
N
PO
活
動
等
で
、
労
働
組
合
以
外
に
も
顔
が
広
い

事
務
局
長
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
う
い
う
選
挙
の
際
に
、
公
に
演
説
を
す
れ
ば
、
金
子
事
務

局
長
を
知
る
人
々
の
投
票
行
動
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
機
関
紙
に
は
中
越
地
協
の
支
持
す
る
候
補
者
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
組
合

員
に
伝
わ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
当
候
補
者
の
当
選
可
能
性
が
高
ま
り
、
連
合
の
政
策
実
現

活
動
に
貢
献
し
て
い
る
。

２
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
活
動
（
一
般
市
民
向
け
活
動
）

(1
)　
N
PO
や
地
域
社
会
等
と
の
連
携
・
関
わ
り

金
子
事
務
局
長
は
、「
こ
の
ま
ま
連
合
活
動
を
や
っ
て
い
て
も
、
し
ま
い
に
は
孤
立
す

る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
」
地
域
へ
の
広
が
り
を
も
つ
運
動
へ
の
必
要
性
を
認
識
し

て
い
た
。
ま
た
、
総
評
と
同
盟
が
統
合
し
て
連
合
を
作
っ
た
の
で
あ
る
が
、
連
合
の
中
に

は
旧
両
組
織
構
成
員
間
の
意
見
の
違
い
が
あ
っ
た
。
意
見
が
一
致
し
な
い
こ
と
は
や
ら
な

い
こ
と
に
な
れ
ば
、
運
動
は
縮
小
志
向
と
な
る
。
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
は
、「
一

歩
で
も
二
歩
で
も
飛
び
出
し
て
」
運
動
を
や
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
創
案
し
た
の
が

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
で
あ
っ
た
。「
生
ご
み
を
出
さ
な
い
人
は
い
な
い
。
生
ご
み
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
の
に
反
対
す
る
人
は
い
な
い
」。
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
は
連
合
の
構
成
員
の
最

大
公
約
数
で
あ
っ
た
。

そ
の
認
識
に
基
づ
い
て
19
94
年
５
月
16
日
に
、
最
初
に
設
立
し
た
の
は
、「
生
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
サ
ー
ク
ル

37
9 『
み
ず
ば
し
ょ
う
』
38
0 」
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、「
一
般
家

37
9　
金
子
事
務
局
長
が
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
着
想
し
た
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。鶏
の
卵
は
、

30
年
、
40
年
の
間
、
物
価
は
17
倍
も
上
が
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
値
段
が
基
本
的
に
同
じ

で
あ
っ
た
。
な
ぜ
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
か
、
徹
底
的
に
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
鶏
の
飼
料
が
安
く
輸

入
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
輸
入
の
過
程
で
消
毒
さ
れ
す
ぎ
て
残
留
農
薬
が
多
い
。
ま
た
、
一
定
期
間

内
に
よ
り
多
く
産
卵
さ
せ
る
た
め
に
排
卵
促
進
剤
を
混
ぜ
る
。
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
卵
を
食
べ
る
気
が

な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
自
ら
鶏
を
飼
い
始
め
て
、
餌
と
し
て
は
、
自
宅
の
野
菜
く
ず
、
豆
腐
屋
さ

ん
の
お
か
ら
、
魚
屋
さ
ん
の
あ
ら
な
ど
を
使
っ
た
。
そ
の
体
験
か
ら
、
生
ご
み
を
再
利
用
す
る
と
の
創

案
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

集
ま
り
、
最
終
的
に
1,
30
0
万
円
強
と
当
初
の
目
標
額
1,
00
0
万
円
を
上
回
っ
た
。
そ
れ

を
市
に
寄
贈
し
、
慰
霊
塔
を
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
行
政
は
、
そ
の
運
動
に
び
っ
く

り
し
て
、「
連
合
中
越
、
本
当
に
侮
れ
な
い
」
と
の
認
識
を
し
、
中
越
地
協
の
運
動
に
は

注
目
す
る
と
と
も
に
、「
大
事
な
こ
と
は
連
合
と
相
談
し
な
く
ち
ゃ
と
い
う
考
え
方
が
で

き
た
」
と
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
参
加
し
た
組
合
員
に
は
辛
い
こ
と
も
あ
っ

た
が
、「
訪
問
者
（
＝
組
合
員
）
が
、
自
分
の
表
現
で
そ
の
趣
旨
を
訴
え
て
、
相
手
の
方

か
ら
受
け
止
め
て
頂
い
て
か
ら
募
金
を
も
ら
っ
た
。
何
で
も
や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
た
」、
「
職
場
委
員
会
、
職
場
別
オ
ル
グ
な
ど
き
め
細
か
く
、
組
合
員
に
意

義
を
訴
え
、
お
願
い
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、『
全
組
合
員
が
少
し
ず
つ
』
行
動
し
た
こ
と

が
よ
か
っ
た
。
37
8 」
と
感
想
を
述
べ
た
組
合
員
も
い
た
。
平
和
へ
の
思
い
を
強
め
る
だ
け

で
は
な
く
、
組
織
強
化
に
繋
が
る
重
み
の
あ
る
運
動
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

行
政
へ
の
要
請
活
動
を
、
単
な
る
要
請
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
行

政
と
の
対
等
な
話
し
合
い
が
で
き
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
１
つ
が
事
務
局
長
の

長
い
経
験
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
絶
え
ず
、
行
政
と
、
い
い
意
味
で
も
、
悪
い
意

味
で
も
緊
張
感
と
信
頼
関
係
を
も
ち
な
が
ら
や
っ
て
い
く
」
た
め
に
は
、
事
務
局
長
と
行

政
と
の
長
期
的
な
関
係
が
必
要
と
な
る
。

(3
)　
政
策
実
現
活
動

連
合
の
目
指
す
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
政
策
の
実
現
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の

た
め
に
は
、
選
挙
で
の
勝
利
が
重
要
で
あ
る
。
票
を
集
め
る
た
め
に
は
減
り
続
け
る
労
働

組
合
員
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
そ
う
で
は
な
い
人
々
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ

る
。
金
子
事
務
局
長
は
、
後
述
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
活
動
に
関
連
し
て
、
多
く
の
人
々

と
協
力
し
て
い
る
。
特
に
、
農
家
や
農
協
の
人
々
と
の
関
係
も
常
に
も
っ
て
い
る
。
そ
の

こ
と
も
あ
っ
て
「（
講
演
に
：
筆
者
）
一
番
い
っ
ぱ
い
私
（
＝
金
子
事
務
局
長
）
を
呼
ぶ

の
は
農
協
の
婦
人
部
、
畜
産
部
で
あ
る
」
と
い
う
。
そ
う
い
う
関
わ
り
が
選
挙
の
際
に
は

集
票
に
繋
が
る
と
見
ら
れ
る
。

37
8　
連
合
中
越
地
域
協
議
会
（
19
95
）『
長
岡
市
戦
災
殉
難
者
慰
霊
塔
移
転
修
復
募
金
町
内
個
別
訪
問
活

動
を
振
り
返
っ
て
』。
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事
長
を
兼
ね
て
い
る
。

中
越
地
協
は
、
以
上
の
よ
う
な
N
PO
や
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
連
合
と
い
う

名
前
は
表
に
は
出
さ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
活
動
を
「
や
っ
て
い
る
の
は
連
合
と
い

う
の
は
誰
も
分
か
る
」
と
い
う
。
今
や
、「
労
働
組
合
が
旗
を
振
る
と
み
ん
な
が
応
援
し

て
く
れ
る
、
直
ち
に
労
働
組
合
結
成
で
な
く
て
も
、『
頑
張
れ
よ
』
と
い
っ
て
み
ん
な
が

応
援
し
て
く
れ
る
」。

地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
サ
ー
ク
ル
み
ず
ば
し
ょ
う
運
動
は
、
組
合
員
や
地
域
の
一

般
住
民
だ
け
が
応
援
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
企
業
会
員

は
16
0
社
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。「
長
岡
み
た
い
な
こ
ん
な
中
規
模
の
町
で
16
0
社
入
っ
た

ら
、
入
っ
て
い
な
い
方
が
お
か
し
く
な
る
」
く
ら
い
、
多
数
の
企
業
が
運
動
を
応
援
し
て

い
る
。
長
岡
商
工
会
議
所
の
10
0
周
年
の
記
念
の
際
に
は
、
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
る
ほ
ど

で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
運
動
は
、
中
越
地
協
が
モ
デ
ル
地
協
に
指
定
さ
れ
る
の
を

機
に
、
20
06
年
９
月
19
日
、「
モ
デ
ル
地
協
推
進
計
画
」
を
策
定
・
実
施
し
て
い
く
中

で
、
地
協
運
動
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
前
は
、
幹
事
会
で
承
認
を
と
っ

て
地
協
運
動
の
一
環
と
し
て
、
N
PO
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
N
PO
活
動
の
際
に
、
連

合
と
い
う
旗
を
立
て
な
い
が
、「
（
そ
う
い
う
活
動
：
筆
者
）、
誰
が
し
て
る
っ
て
い
え
ば

連
合
に
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
」
で
あ
る
。

連
合
本
部
か
ら
求
め
ら
れ
る
様
々
な
署
名
運
動
も
あ
る
が
、
N
PO
活
動
を
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
署
名
集
め
の
依
頼
を
す
る
と
、
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
れ
れ
ば
、

「
１
人
で
10
0
で
も
20
0
で
も
集
め
て
く
れ
る
」
と
い
う
。

38
6　
受
賞
日
は
、
20
08
年
10
月
21
日
で
あ
っ
た
が
、「
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル

（
3R
）」
推
進
功
労
者
と
し
て
授
賞
さ
れ
た
。
具
体
的
な
受
賞
内
容
は
、「
資
源
の
循
環
と
と
も
に
、
各

分
野
（
給
食
調
査
残
さ
再
生
利
用
事
業
、
割
り
ば
し
リ
サ
イ
ク
ル
再
生
利
用
事
業
、
エ
コ
グ
リ
ー
ン
事

業
、
炭
焼
き
工
房
事
業
、
里
道
・
里
山
整
備
事
業
、
廃
食
油
再
生
利
用
事
業
な
ど
）
で
人
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
障
害
者
や
高
齢
者
、
児
童
・
生
徒
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
多
様
に
組
み
立
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
年
間
で
延
べ
6,
50
0
名
以
上
が
参
加
す
る
。」
と
い
う
。

38
7　
小
学
校
4
年
生
教
科
書
の
「
ど
う
と
く
」
の
新
潟
県
版
に
も
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
金
子
事

務
局
長
の
活
動
内
容
が
4
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。
同
教
科
書
は
、
20
05
年
発
刊
さ
れ
て
、

20
09
年
改
訂
さ
れ
て
い
る
が
、
同
内
容
は
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
発
行
者
「
教
育
出
版
株
式

会
社
」
へ
の
電
話
に
よ
る
確
認
、
20
09
年
9
月
10
日
）。

庭
の
未
組
織
の
人
た
ち
と
連
携
を
と
る
場
の
受
け
皿
」
が
で
き
た
。
同
サ
ー
ク
ル
は
約

80
0
世
帯
を
網
羅
し
そ
の
家
庭
の
生
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
。
サ
ー
ク
ル
の
代
表

は
組
合
の
O
B
で
あ
り
、
事
務
局
は
中
越
地
協
が
担
っ
て
い
る
。

中
越
地
協
は
、
19
94
年
４
月
１
日
、
長
岡
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
設

立
し
た
。
ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
は
新
潟
県
内
で
は
最
初
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
を

編
成
し
て
支
援
に
送
り
込
ん
だ
。
19
97
年
10
月
４
日
、「
第
１
回
柿
川
周
辺
掃
除
と
歴

史
探
訪
の
集
い
」
を
行
い
、
掃
除
活
動
を
す
る
と
と
も
に
、
長
岡
の
歴
史
の
掘
り
起
こ

し
38
1
を
し
て
町
づ
く
り
の
と
っ
か
か
り
を
作
っ
た
。
そ
の
活
動
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。

中
越
地
協
は
、
19
97
年
９
月
９
日
、「
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
38
2
を
設
立
し
て
か

な
り
地
域
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
学
校

給
食
調
理
残
さ
リ
サ
イ
ク
ル

38
3 、
割
り
ば
し
リ
サ
イ
ク
ル
、
里
山
整
備
、
か
ぎ
の
炭
焼

き
工
房
、
エ
コ
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
、
環
境
商
品
の
普
及
、
そ
し
て
廃
食
油
リ
サ
イ
ク

ル
38
4
等
を
行
っ
て
い
る
。
環
境
大
臣
賞

38
5
と
農
林
水
産
大
臣
賞

38
6
を
受
賞
す
る
ほ
ど

そ
の
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
地
元
小
学
校
の
教
科
書
に
も
紹
介
さ
れ
て
い

る
38
7 。
ま
た
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
は
、
地
元
紙
や
全
国
紙
、
放
送
に
も
頻
繁
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
専
従
ス
タ
ッ
フ
は
７
人
で
あ
る
。
中
越
地
協
の
金
子
事
務
局
長
が
理

38
0　
設
立
の
際
に
、
中
越
地
協
の
金
子
事
務
局
長
が
、
み
ず
ば
し
ょ
う
の
事
務
局
長
と
な
り
、
組
合
O
B

の
2
人
が
共
同
代
表
と
な
っ
た
。

38
1　
旧
長
岡
市
は
、
江
戸
時
代
に
は
長
岡
藩
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
が
、
戊
辰
戦
争
と
第
二
次
世
界

大
戦
（
長
岡
空
襲
）
の
2
度
に
わ
た
り
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
た
め
、
史
跡
が
な
か
な
か
見
え
に
く
い

状
態
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
ら
そ
れ
を
拾
い
起
こ
す
運
動
で
あ
る
。

38
2　
19
99
年
4
月
16
日
、
N
PO
法
人
と
し
て
認
証
さ
れ
た
。

38
3　
20
09
年
10
月
現
在
、
12
2
校
に
及
ん
で
い
る
。
集
め
ら
れ
た
残
さ
は
、
あ
る
養
豚
場
の
生
ご
み
処

理
場
に
運
ば
れ
て
、
N
PO
の
購
入
し
た
処
理
機
械
に
よ
り
豚
の
飼
料
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。
残
さ

は
い
く
つ
か
の
種
類
に
分
別
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
行
う
の
は
学
校
の
調
理
員
で
あ
る
。
調
理
員
は

自
治
労
の
組
合
員
が
多
く
、
自
治
労
の
了
承
の
下
で
、
そ
の
分
別
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
。

38
4　
具
体
的
な
活
動
内
容
は
、
N
PO
法
人
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ht
tp
://

pa
rk
16
.w
ak
w
ak
.co
m
/̃
jn
et
/）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

38
5　
受
賞
日
は
、
20
04
年
11
月
23
日
で
あ
っ
た
。「
学
校
給
食
調
理
く
ず
・
残
さ
の
全
市
全
校
再
生

利
用
活
動
」
が
受
賞
の
理
由
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
見
る
と
、
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
学
校
給

食
で
の
調
理
員
の
協
力
に
よ
る
分
別
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
個
別
回
収
、
畜
産
農
家
で
の
飼
料
と
し

て
の
利
用
、
食
材
と
し
て
の
利
用
は
、
学
校
で
の
ご
み
減
量
化
、
環
境
学
習
な
ど
に
も
貢
献
す
る
一

方
、
地
産
地
消
な
ど
、
地
域
と
一
体
に
な
っ
た
循
環
型
社
会
を
目
指
す
活
動
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け

た
。
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(4
)　
LS
C（
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
活
動

20
08
年
２
月
、
な
が
お
か
LS
C
が
設
立
さ
れ
た
。
中
越
地
協
に
は
、
な
が
お
か
LS
C

以
外
に
、
４
つ
の
支
部
に
そ
れ
ぞ
れ
LS
C
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
な
が
お
か
LS

C
の
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て
１
つ
の
LS
C
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
サ
テ
ラ
イ
ト
LS
C
を
合

わ
せ
る
と
、
中
越
地
協
に
６
つ
の
LS
C
が
あ
る
。
LS
C
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー

39
0
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
支
部
の
事
務
局
の
手
伝
い
も
し
て
お
り
、
LS
C
と

支
部
活
動
は
重
な
っ
て
い
る
。
LS
C
の
設
置
目
的
と
し
て
は
、
①
組
織
（
機
関
や
団
体
）

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
個
（
様
々
な
切
り
口
で
の
個
人
）
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
②
こ
れ

ら
の
協
働
し
た
新
し
い
価
値
観
の
創
造
、
③
行
政
・
企
業
も
含
め
た
様
々
な
形
態
の
自
立

あ
る
地
域
再
生
が
挙
げ
ら
れ
る

39
1 。
LS
C
は
、
長
岡
市
勤
労
会
館
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

平
日
９
時
～
午
後
４
時
30
分
ま
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
常
駐
し
電
話
・
面
接
相
談

を
受
け
付
け
て
い
る
。
中
越
地
協
の
事
務
局
長
が
な
が
お
か
LS
C
の
事
務
局
を
兼
務
し

て
い
る
。

な
が
お
か
LS
C
の
設
立
以
来
、
20
09
年
３
月
ま
で
に
新
規
受
け
付
け
相
談
件
数
は

29
8
件
を
数
え
て
い
る

39
2 。
相
談
内
容
は
、
生
活
相
談
・
家
庭
問
題
が
74
件
と
最
も
多

く
、
全
体
相
談
件
数
に
占
め
る
割
合
は
24
.8
％
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
多
重
債
務
・
金
銭

問
題
65
件
（
21
.8
％
）、
雇
用
問
題
と
労
働
・
職
場
問
題
が
そ
れ
ぞ
れ
46
件
（
15
.4

39
0　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
連
合
の
組
合
O
B
で
あ
り
、
全
員
が
個
人
加
盟
の
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン

に
加
入
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
組
合
員
の
資
格
と
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い

る
。

39
1　
な
が
お
か
LS
C
の
サ
テ
ラ
イ
ト
で
あ
る
見
附
事
務
所
は
、
LS
C
相
談
活
動
か
ら
「
み
つ
け
元
気
助

け
合
い
の
会
」
を
誕
生
さ
せ
た
。
そ
の
会
は
、
耕
作
放
棄
畑
に
ソ
バ
の
種
を
ま
き
、
刈
り
取
り
、
脱

穀
、
製
粉
、
そ
し
て
ソ
バ
打
ち
企
画
を
展
開
す
る
と
と
も
に
特
養
施
設
訪
問
等
の
活
動
を
通
じ
て
「
地

域
再
生
」
の
萌
芽
を
生
み
出
し
た
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

39
2　
LS
C
設
立
後
、
約
14
か
月
で
約
30
0
件
の
相
談
件
数
は
非
常
に
多
い
と
い
え
る
。
後
述
の
周
知
活

動
も
重
要
で
あ
る
が
、
LS
C
の
設
置
場
所
も
大
変
重
要
で
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
中
越
地
協
の
あ
る

若
干
郊
外
地
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
人
々
が
訪
ね
に
く
い
と
思
い
が
ち
で
あ
る
が
、
実
は
そ
の

反
対
で
あ
る
。「
わ
ざ
わ
ざ
自
分
の
悩
み
事
や
多
重
債
務
や
離
婚
の
話
や
子
ど
も
の
不
登
校
の
話
を
、

人
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
ぞ
ろ
ぞ
ろ
出
て
い
る
市
役
所
の
前
や
駅
前
や
中
心
市
街
地
の
み
ん
な
、
み
ん
な
が
歩
き

回
っ
て
闊
歩
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
（
LS
C
の
：
筆
者
）
看
板
張
っ
て
、
人
が
入
り
ま
す
か
。
入

る
は
ず
が
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
郊
外
だ
か
ら
い
い
ん
だ
」
と
の
判
断
の
下
、
金
子
事
務
局
長
は
、

立
地
場
所
を
決
め
た
と
い
う
。
そ
れ
が
見
事
に
的
中
し
た
の
で
あ
る
。

N
PO
や
地
域
活
動
は
、
組
合
員
の
運
動
の
す
そ
野
を
広
げ
る
と
と
も
に
地
域
の
連
合

運
動
へ
の
理
解
や
支
援
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
連
合
新
潟
江
花
和
郎

会
長
の
目
指
す
「
自
立
し
た
持
続
可
能
な
地
域
社
会
創
り
」
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

(2
)　
豚
の
放
牧

中
越
地
協
金
子
事
務
局
長
が
理
事
長
を
務
め
る
N
PO
法
人
「
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
は
、
20
04
年
10
月
23
日
に
起
き
た
中
越
大
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
山
古

志
地
域
で
、
耕
作
放
棄
地

38
8
を
活
用
し
て
、
豚
を
放
牧
す
る
案
を
出
し
、
20
07
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
。
毎
年
、
40
頭
の
豚
が
放
牧
さ
れ
て
い
る
。
集
め
ら
れ
る
生
く
ず
が
豚

の
飼
料
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
豚
の
放
牧
を
「
地
元
で
持

続
可
能
な
生
活
再
構
築
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
者
や
高
齢
者
を
応
援
す
る
」
事
業
と
位
置

づ
け
て
い
る
。
地
協
の
組
合
員
は
、
放
牧
の
た
め
に
毎
年
山
に
塀
を
作
っ
て
い
る
。
豚
は

現
在
長
岡
市
で
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
同
市
の
特
産
品
と
し
て
有
望
さ
れ
る
。

(3
)　
救
援
米

中
越
地
協
は
、
19
97
年
か
ら
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
救
援
米
長
岡
地
区
実
行
委
員
会
」

を
作
り
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
救
援
米
運
動
を
展
開
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
全

耕
作
地
の
３
割
に
わ
た
る
休
耕
田
を
利
用
し
て
い
る
。
収
穫
し
た
米
を
食
糧
危
機
と
飢
え

に
苦
し
む
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
に
贈
っ
て
い
る
。
中
越
地
協
が
農
家
か
ら
休
耕
田
を
借
り

受
け
て
、
組
合
員
が
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
田
植
え
と
稲
刈
り
を
直
接
行
っ
て
い
る
。

20
08
年
は
、
５
月
17
日
に
田
植
え
が
行
わ
れ
た
が
、
約
40
人
の
人
々
が
参
加
し

た
38
9 。
参
加
者
の
半
数
が
子
ど
も
で
あ
り
、
彼
ら
が
地
協
の
運
動
を
楽
し
み
、
次
の
世

代
に
組
合
運
動
が
引
き
継
が
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
。

38
8　
山
古
志
村
の
人
々
は
、
大
地
震
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
一
時
仮
設
住
宅
な
ど
で
暮
ら
し
て
い

た
。
復
興
が
す
す
ん
で
も
30
%
の
世
帯
が
以
前
の
住
ま
い
に
戻
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
放
牧
は
、
基

本
的
に
そ
う
い
う
方
々
の
耕
作
放
棄
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。

38
9　
『
れ
ん
ご
う
中
越
地
協
』
20
08
年
5
月
21
日
。
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N
PO
組
織
は
そ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ず
そ
の
問
題
解
決
を
中
越
地
協
に
頼
み
、

中
越
地
協
が
労
働
組
合
と
し
て
未
払
い
賃
金
を
と
っ
て
あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
う
し
た
N
PO
団
体
は
、「
連
合
の
外
側
に
あ
る
広
い
意
味
で
の
応
援
団
」
と
い
え
る
。

３
　
自
前
型
活
動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
活
動
の
連
携
・
相
乗
効
果

中
越
地
協
が
行
う
自
前
型
活
動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
活
動
に
よ
り
両
運
動
間
の
連
携
・

相
乗
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
２
つ
だ
け
紹
介
し
た
い
。

前
述
し
た
RB
N
労
働
組
合
は
、
会
社
よ
り
組
合
委
員
長
１
回
、
副
委
員
長
２
回
、
書

記
長
４
回
に
わ
た
る
解
雇
と
い
う
不
当
労
働
行
為
を
被
っ
た
。
同
労
組
は
、
こ
う
し
た
会

社
の
行
為
に
立
ち
向
か
う
２
年
間
の
闘
争
を
展
開
し
た
も
の
の
、
解
決
を
見
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
中
越
地
協
を
介
し
て
連
合
新
潟
に
直
加
盟
す
る
こ
と
に
し

た
。
中
越
地
協
は
、「
RB
N
労
組
支
援
共
闘
会
議
」
を
発
足
し
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
敷
い

た
。
RB
N
労
働
組
合
の
組
織
さ
れ
て
い
る
会
社
の
株
主
（
農
家
）、
銀
行
等
を
動
か
し
て

以
前
の
会
社
を
破
産
に
追
い
込
み
、
新
し
い
会
社
を
立
ち
上
げ
て
組
合
員
の
雇
用
を
守
り

ぬ
い
た
。
そ
う
し
た
活
動
が
で
き
た
の
は
、
中
越
地
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
活
動
が
功
を

奏
し
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
N
PO
法
人
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
学
校
給
食
の
調
理
残
さ
を
回
収
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
残
さ
の
種
類
別
区
分
け
が
必
要
で
あ
る
。
学
校

の
調
理
員
が
区
分
け
に
協
力
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
残
さ
の
回
収
は
難
し
い
。
そ
の
協
力
を

新
潟
県
の
自
治
労
に
求
め
た
が
、
そ
れ
は
調
理
員
の
多
く
が
自
治
労
の
組
合
員
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
自
治
労
や
自
治
労
の
組
合
員
の
協
力
に
よ
り
、
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
ス
ム
ー
ズ
に
学
校
給
食
の
残
さ
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
前
型
活
動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
活
動
の
連
携
・
相
乗
効
果
に
つ
い
て
、
金
子
事
務
局

長
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
運
動
を
や
る
と
、
連
合
の

力
が
そ
が
れ
る
の
で
は
な
く
、
連
合
自
身
が
逆
に
人
に
見
ら
れ
る
か
ら
、
し
っ
か
り
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
連
合
自
身
が
し
っ
か
り
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
緊
張
感
を
も
た
せ
る
た
め
に
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
で
、
連
合
だ
ら
し
な
い
じ

ゃ
な
い
か
と
い
っ
て
く
れ
る
周
り
の
人
を
作
ら
な
い
と
、
人
に
批
判
も
さ
れ
な
い
代
わ
り

％
）
等
で
あ
る
。
ま
た
、
相
談
者
が
LS
C
を
知
っ
た
媒
体
を
見
る
と
、
チ
ラ
シ
が
58
.3

％
と
圧
倒
的
に
多
い
。
つ
い
で
、
新
聞
記
事
6.
2％
、
連
合
新
潟
5.
2％
、
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
と
友
人
等
か
ら
の
紹
介
が
そ
れ
ぞ
れ
4.
9％
で
あ
っ
た
。
約
14
か
月
間
、
配
布
し
た

チ
ラ
シ
は
15
万
8,
83
0
枚
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
配
布
の
方
法
は
、
勤
労
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
の
労
働
福
祉
団
体
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
の
公
的
機
関
、
地
域
循
環
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
の
N
PO
関
係
、
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
、
見
附
事
務
所
に
お
く
も
の
と
、
地

区
別
新
聞
折
り
込
み
、
そ
し
て
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
わ
け
ら
れ
る
が
、
最
も
多
い
方
法
は
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
で
53
.3
％
に
の
ぼ
る
。
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
っ

た
の
が
、
配
布
さ
れ
た
全
チ
ラ
シ
の
43
.0
％
に
も
の
ぼ
り
、
中
越
地
協
の
組
合
員
配
布

は
全
体
の
10
.2
％
を
占
め
て
い
る
。
LS
C
を
知
ら
せ
る
に
当
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

役
割
が
最
も
大
き
い
が
、
そ
れ
が
で
き
た
の
は
、
中
越
地
協
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
運
動

を
す
す
め
て
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
集
め
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
組
合
員
配
布
も

10
.2
％
で
あ
る
が
、
枚
数
は
１
万
6,
22
5
枚
と
組
合
員
2
人
が
LS
C
チ
ラ
シ
１
枚
を
配

布
し
た
こ
と
に
な
り
、
組
合
員
の
参
加
度
が
非
常
に
高
い
と
い
え
る
。
チ
ラ
シ
配
布
は
、

基
本
的
に
単
産
別
に
担
当
エ
リ
ア
を
決
め
て
、
そ
の
単
産
の
組
合
員
が
行
っ
て
い
る
。

中
越
地
協
は
、
LS
C
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
中
で
、
解
決
の
必
要
が
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
手
立
て
を
用
意
し
て
い
る
。
中
越
地
協
は
、
自
ら
解
決
で
き
る
事
案
以
外
の
相
談
に

つ
い
て
は
、
相
談
者
を
市
役
所
、
労
基
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
の
行
政
機
関
だ
け
で
は
な

く
、
介
護
・
法
律
・
年
金
・
D
V
（
do
m
es
tic
 v
io
le
nc
e、
家
庭
内
暴
力
）・
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
等
の
N
PO
に
紹
介
・
案
内
し
て
解
決
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
た
だ
の
丸
投
げ

で
は
な
く
、
担
当
者
に
連
絡
し
相
談
者
を
受
け
入
れ
て
、
解
決
で
き
る
よ
う
に
協
力
を
求

め
て
い
る
。
そ
れ
が
で
き
る
の
も
、
中
越
地
協
が
、
日
常
的
に
そ
う
い
う
機
関
・
N
PO

と
密
に
連
携
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

39
3 。
逆
に
、
そ
の
よ
う
な
機
関
・
N
PO
か
ら

相
談
者
を
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
相
互
協
力
体
制
が
整
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
あ
る

外
国
人
女
性
が
バ
ー
の
ホ
ス
テ
ス
を
し
て
い
る
中
、
暴
力
を
受
け
て
逃
げ
て
女
性
関
係
の

N
PO
組
織
（
女
の
ス
ペ
ー
ス
長
岡
）
に
駆
け
込
ん
だ
。
未
払
い
賃
金
が
あ
っ
た
が
、

39
3　
な
が
お
か
LS
C
の
役
員
に
は
、
5
つ
の
N
PO
法
人
の
幹
部
の
名
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
く

ら
い
、
中
越
地
協
は
、
N
PO
法
人
と
の
密
な
連
携
を
と
っ
て
い
る
。
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す
チ
ャ
ン
ス
に
な
っ
た
。
出
身
産
別
が
あ
る
と
、
そ
こ
に
協
力
を
求
め
が
ち
で
運
動
が
全

産
別
に
広
が
ら
な
い
。
特
に
、
協
力
の
内
容
が
難
し
い
ほ
ど
そ
う
で
あ
る
。

(2
)　
長
い
経
験

金
子
事
務
局
長
は
、
上
記
し
た
自
前
型
活
動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
活
動
が
で
き
た
の

は
、
組
合
の
専
従
と
し
て
長
い
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
組
織
拡
大
は
、
県
評
の
オ

ル
グ
の
時
の
経
験
が
大
い
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
長
岡
地
区
労
中
越
事
務
所
で
15
年
の

オ
ル
グ
の
期
間
中
、
22
単
組
約
4,
50
0
人
を
組
織
化
し
た
実
績
が
あ
る
。
ま
た
、
行
政

へ
の
要
請
活
動
に
お
い
て
も
、
長
い
経
験
が
も
の
を
い
っ
た
。
そ
れ
に
、
多
く
の
組
合

員
・
市
民
を
巻
き
込
ん
で
行
う
た
め
に
も
、
彼
ら
と
の
長
期
に
わ
た
る
関
わ
り
、
そ
の
中

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
力
量
の
把
握
と
そ
れ
に
合
わ
せ
た
協
力
の
呼
び
か
け
が
必
要
で
あ
る
。

(3
)　
日
本
一
の
地
協
を
目
指
す
志

金
子
事
務
局
長
は
、
連
合
発
足
後
、
中
越
地
協
事
務
局
長
に
な
る
時
、「
日
本
一
の
地

協
を
作
る
、
作
っ
て
み
せ
る
」
と
い
う
決
意
を
し
た
。
連
合
発
足
時
、
他
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー
に
行
く
人
か
ら
「
連
合
に
な
っ
た
っ
て
何
も
で
き
や
せ
ん
、
ろ
く
な
こ
と
に
な

ら
な
い
。
右
寄
り
に
な
る
だ
け
だ
と
目
い
っ
ぱ
い
い
わ
れ
た
わ
け
で
す
。
連
合
で
も
ち
ゃ

ん
と
や
れ
る
し
、
連
合
だ
か
ら
や
れ
る
と
い
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
示
す
必
要
が
私
と
し
て

は
あ
る
わ
け
」
と
い
う
「
実
践
し
て
み
せ
る
」
決
意
を
固
め
た
。
そ
の
決
意
か
ら
、
日
本

一
の
地
協
を
目
指
す
志
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
志
が
万
能
型
地
協
活
動
を
支
え
牽
引

し
て
い
く
力
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

２
　
徹
底
し
た
地
協
設
立
準
備

連
合
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
顔
の
見
え
る
連
合
運
動
を
す
す
め
て
い
く
た
め
に
10
6
の

モ
デ
ル
地
協
を
作
る
こ
と
と
し
た
が
、
中
坊
委
員
会
の
報
告
を
受
け
て
、
一
層
そ
れ
を
積

極
的
に
宣
伝
・
推
進
し
た
。
中
越
地
協
は
そ
の
モ
デ
ル
地
協
に
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
中
越
地
協
は
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
内
部
で
委
員
会
を
作
り
、
そ
こ
で
約
１
年
半
か
け

て
論
議
し
た
結
果
、「
モ
デ
ル
地
協
推
進
計
画
」
を
策
定
し
た
。
中
越
地
協
は
、
20
05
年

に
相
手
に
も
さ
れ
な
い
と
い
う
の
で
は
困
る
か
ら
、
相
手
に
さ
れ
た
ら
、
批
判
や
悪
口
も

い
わ
れ
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
ち
ゃ
ん
と
聞
く
べ
き
も
の
は
聞
い
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

連
合
が
し
っ
か
り
す
る
と
い
う
こ
と
。
だ
か
ら
、
力
点
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
を
や
る
こ

と
に
よ
っ
て
連
合
が
し
っ
か
り
す
る
ん
だ
」
と
。

第
３
節
　
万
能
型
地
協
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

１
　
事
務
局
長
の
個
人
の
力
量

(1
)　
ハ
ン
デ
ィ
を
チ
ャ
ン
ス
に

金
子
事
務
局
長
は
、
な
ぜ
上
記
の
よ
う
な
万
能
型
地
協
の
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。
そ
れ
は
、
ハ
ン
デ
ィ
を
チ
ャ
ン
ス
に
生
か
し
た
こ
と
に
あ
る
。「
私
、
組
合
出
身

じ
ゃ
な
い
か
ら
、
あ
る
意
味
じ
ゃ
も
の
す
ご
く
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
わ
け
で
す
」
と
い
う
よ

う
に
、
金
子
事
務
局
長
は
、
出
身
産
別
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
人
か
ら
助
け
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
運
動
を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
N
PO
活
動
も
例
外
で
は

な
い
。「
そ
の
た
め
（
＝
組
合
出
身
で
は
な
い
た
め
）、
そ
う
い
う
先
輩
に
助
け
て
も
ら
わ

な
か
っ
た
ら
、（
N
PO
活
動
は
：
筆
者
）
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
す
」。

事
務
局
長
１
人
で
は
、
地
協
活
動
の
遂
行
に
お
の
ず
と
限
界
が
あ
る
。
地
協
の
メ
ン
バ
ー

を
運
動
に
巻
き
込
む
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
事
務
局
の
調
整
が

も
の
を
い
う
。
調
整
は
、
産
別
の
組
合
員
数
に
応
じ
て
一
律
的
に
は
行
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ

の
産
別
が
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
の
許
容
範
囲
を
図
り
な
が
ら
産
別
の
力
量
に
合
わ
せ
て
割

り
振
り
を
す
る
。
そ
の
結
果
、「
ト
ー
タ
ル
で
連
合
と
い
う
組
織
で
、
そ
れ
ぞ
れ
頑
張
っ

て
こ
れ
を
や
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
形
と
な
り
、
メ
ン
バ
ー
皆
に
地
協
運
動
へ
の
求
心
力
が

働
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
自
分
の
組
織
が
で
き
な
い
か
ら
、
地
協
の
方
針
に
反
対

す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
組
織
が
で
き
な
け
れ
ば
他
の
組
織
が
そ
れ
を
補
う
。
そ
れ
ぞ
れ

の
組
織
が
で
き
る
と
こ
ろ
を
引
っ
張
っ
て
い
く
よ
う
な
調
整
を
行
う
の
で
あ
る
。
そ
の

際
、
出
身
産
別
が
な
い
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
が
、
す
べ
て
の
産
別
に
協
力
を
求
め
て
引
き
出
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て
い
る
。
ま
た
、
年
５
回
地
協
代
表
者
会
議
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
も
副
会
長
の
出

席
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
地
協
へ
の
交
付
金
も
従
来
組
合
員
数
や
管
轄
地
域
の
広
さ

を
重
視
し
て
配
分
し
た
が
、
20
03
年
後
半
頃
か
ら
は
、
事
業
内
容
ご
と
、
活
動
ご
と
に

一
定
の
お
金
を
つ
け
る
と
い
う
形
で
、
ト
ー
タ
ル
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
形

で
、
一
定
の
交
付
金
を
出
し
た
後
、
活
動
が
よ
く
で
き
て
お
金
が
足
り
な
い
地
協
に
は
追

加
交
付
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
活
動
が
多
い
地
協
ほ
ど
交
付
金
が
多
く
な
る
。
連
合
新

潟
江
花
会
長
は
、「
中
越
地
協
な
ん
か
は
、
必
ず
最
初
の
交
付
よ
り
も
、
年
度
末
の
交
付

額
が
多
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
。
財
政
の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
も
活
動
を
抑
え
ず

に
、「
活
動
を
熱
心
に
や
る
と
こ
ろ
に
い
っ
ぱ
い
配
分
す
る
ん
だ
と
い
う
形
に
し
た
」
と

い
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
連
合
新
潟
は
、「
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
い
っ
ぱ
い
お
金
を

あ
げ
よ
う
」
と
の
考
え
方
に
基
づ
く
実
績
配
分
主
義
的
な
運
用
を
行
っ
て
い
る
が
、
高
い

実
績
を
上
げ
て
い
る
中
越
地
協
に
は
、
も
っ
と
多
く
の
財
政
が
配
分
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

が
中
越
地
協
の
運
動
を
支
え
て
い
る
１
つ
の
要
素
で
あ
る
。

江
花
会
長
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
地
協
へ
の
支
援
を
強
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、「
自

立
し
た
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
作
る
」
と
い
う
考
え
方
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

特
に
、
LS
C
事
業
が
そ
う
で
あ
る
。
５
年
間
、
約
１
億
円
を
か
け
て
、
９
か
所
の
LS
C

を
運
営
し
て
成
功
事
例
を
１
つ
で
も
２
つ
で
も
作
り
、
自
立
し
た
持
続
可
能
な
地
域
社
会

づ
く
り
の
核
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

４
　
機
関
紙
発
行
：
地
協
と
単
組
・
組
合
員
を
繋
ぐ
血
液

中
越
地
協
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
毎
月
１
日
、
11
日
、
21
日
に
機
関
紙
『
れ
ん
ご
う

中
越
地
協
』
を
発
行
し
て
い
る
。
19
91
年
１
月
１
日
に
第
１
号
を
発
行
し
て
か
ら
20
09

年
５
月
21
日
現
在
ま
で
、
欠
番
が
な
く
、
64
2
号
を
数
え
て
い
る
。
機
関
紙
の
発
行
は
、

当
初
毎
月
１
回
で
あ
っ
た
が
、
19
91
年
８
月
15
日
か
ら
月
２
回
、
19
92
年
３
月
21
日

か
ら
は
月
３
回
と
な
り
現
在
に
い
た
っ
て
い
る

39
4 。
１
回
の
発
行
部
数
は
、
2,
70
0
部
で

39
4　
中
越
地
協
は
、
機
関
紙
を
組
合
員
に
郵
送
す
る
が
、
19
91
年
3
月
に
郵
便
物
第
3
種
認
可
を
得

た
。
月
2
回
と
月
3
回
の
料
金
は
さ
ほ
ど
違
わ
な
い
の
で
、
月
3
回
に
踏
み
切
る
1
つ
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。

２
月
に
連
合
新
潟
か
ら
モ
デ
ル
地
協
の
選
定
の
こ
と
を
聞
き
、「
（
モ
デ
ル
地
協
：
筆
者
）

や
る
か
ら
に
は
ど
う
い
う
地
協
に
し
て
い
こ
う
か
と
い
う
自
分
の
す
す
む
方
向
を
明
確
に

し
、
ど
う
い
う
地
協
を
作
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
自
分
の
意
思
と
し
て
や
っ
ぱ
り
明
確
に

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
」
委
員
会
を
作
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
地
協
自
ら
が
目
的
意
識
を
も

っ
て
「
モ
デ
ル
地
協
の
あ
る
べ
き
姿
を
主
体
的
に
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
意
気

込
み
が
う
か
が
え
る
。

同
計
画
に
は
、
組
織
活
動
、
政
策
活
動
、
労
働
対
策
、
国
民
運
動
、
青
年
・
女
性
活

動
、
政
治
活
動
、
宣
伝
・
広
報
活
動
の
細
部
に
わ
た
り
、
A
：
す
で
に
着
手
か
た
だ
ち
に

着
手
、
B：
20
07
年
度
着
手
、
C：
20
08
年
度
以
降
着
手
と
い
う
進
捗
状
況
が
つ
け
て
あ

る
。 計
画
の
組
み
立
て
は
、
地
協
の
事
務
局
だ
け
で
は
な
く
各
産
別
の
方
に
約
半
年
か
け
て

委
員
会
を
開
い
た
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
り
し
な
が
ら
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
地
協
の

活
動
は
体
系
化
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
、
上
記
の
図
表
12
－
１
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
徹

底
し
た
地
協
設
立
に
向
け
て
の
準
備
が
今
の
地
協
の
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
い

え
る
。

３
　
地
方
連
合
会
の
支
援

金
子
事
務
局
長
は
、
連
合
新
潟
の
執
行
委
員
と
し
て
中
越
地
協
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
事
務
局
長
の
賃
金
は
連
合
新
潟
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
。
中
越
地
協
か
ら
金

子
事
務
局
長
へ
の
人
件
費
は
支
払
う
必
要
が
な
く
、
中
越
地
協
の
財
源
を
活
動
費
な
ど
に

有
効
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
連
合
新
潟
も
中
越
地
協
も
、「
連
合
方
針
や
考
え
方
に
反
し
な
い
限
り
あ
る
程

度
自
由
」
に
金
子
事
務
局
長
の
活
動
を
認
め
て
い
る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
中

越
地
協
は
、
金
子
事
務
局
長
の
活
動
一
つ
ひ
と
つ
を
機
関
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
幅
広

い
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
幹
事
会
な
ど
で
了
承
し
て
い
る
。

連
合
新
潟
は
、
地
協
強
化
を
図
る
た
め
に
、
20
03
年
頃
、
本
部
の
専
従
者
を
６
人
か

ら
５
人
に
減
ら
し
、
そ
の
１
人
の
枠
を
地
協
に
回
し
た
。
ま
た
、
連
合
新
潟
の
副
会
長

10
人
に
１
人
当
た
り
２
つ
の
地
協
を
担
当
す
る
こ
と
に
し
、
地
協
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
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情
報
を
入
手
す
る
が
、
も
し
、
単
組
の
幹
部
が
機
関
紙
を
組
合
員
に
お
ろ
し
て
い
な
け
れ

ば
、「
（
機
関
紙
が
：
筆
者
）
来
た
ら
ち
ゃ
ん
と
落
と
し
て
く
だ
さ
い
よ
」
と
い
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
そ
う
い
わ
れ
な
い
た
め
に
も
、
機
関
紙
を
組
合
員
に
お
ろ
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
過
程
で
単
組
幹
部
と
組
合
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑

化
39
6
が
図
ら
れ
る
。

機
関
紙
は
、
活
動
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
機
能
を
は
た
し
て
組
合
員
に
活
動
の
意
義
を

伝
え
て
い
る
。
一
例
と
し
て
は
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
相
談
・

LS
C
の
チ
ラ
シ
を
、
産
別
ご
と
に
地
域
と
配
布
期
間
を
決
め
て
ま
く
よ
う
に
し
て
い
る

が
、
そ
れ
を
見
て
相
談
に
く
る
人
が
い
る
。「
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
手
分
け
し
て
ポ
ス
テ

ィ
ン
グ
し
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
当
に
生
活
破
壊
寸
前
の
人
が
き
て
、
そ
れ
だ
け

の
人
た
ち
が
こ
う
い
う
問
題
で
き
て
、
相
談
事
案

39
7
も
た
ま
に
載
せ
て
い
ま
す
し
、
こ

う
い
う
形
で
一
人
ひ
と
り
が
助
か
っ
て
い
る
人
が
い
て
、
皆
さ
ん
が
か
い
て
い
る
汗
は
こ

う
い
う
形
で
人
の
助
け
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
中
越
地
協
の
組
合
員

は
、
機
関
紙
を
通
じ
て
、
自
ら
の
運
動
の
意
義
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
面
で
は
、
機
関
紙
に
押
さ
れ
て
地
協
運
動
を
行
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。「
（
活
動
を
：
筆
者
）
や
ら
な
い
の
に
記
事
が
で
き
る
わ
け
が
な
い
ん
だ
。
だ
か

ら
、
ニ
ワ
ト
リ
が
先
か
、
卵
が
先
か
と
い
う
論
理
な
ん
で
す
」
と
い
う
ほ
ど
、
多
く
の
運

動
を
行
い
、
そ
れ
を
載
せ
る
機
関
紙
と
い
う
側
面
と
、
機
関
紙
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
運
動
を
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
側
面
を
併
せ
も
つ
と
い
え
る
。
中
越
地
協
に

と
っ
て
、
機
関
紙
は
運
動
の
生
命
線
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
機
関
紙
は
、
金
子
事
務
局
長
に
と
っ
て
活
動
の
検
証
手
段
で
あ
り
、
自
己
革
新

へ
の
足
が
か
り
で
も
あ
る
。「
機
関
紙
は
支
部
分
会
ま
で
落
と
し
て
全
部
直
接
落
と
し

て
、（
金
子
事
務
局
長
が
：
筆
者
）
何
を
や
っ
て
い
る
か
現
場
が
分
か
る
と
い
う
仕
組

み
」
で
「
自
分
は
絶
え
ず
批
判
の
対
象
に
さ
ら
さ
れ
る
」
役
割
を
し
て
い
る
。「
批
判
さ

39
6　
そ
れ
は
、「
（
機
関
紙
が
：
筆
者
）
単
組
の
中
の
役
員
と
組
合
員
の
緊
張
感
を
作
る
」
役
割
を
は
た

し
て
い
る
。
も
う
1
つ
の
例
は
、
釣
り
大
会
で
参
加
し
た
組
合
員
が
優
勝
等
で
入
賞
す
る
と
、
組
合
員

の
属
し
て
い
る
組
合
の
委
員
長
は
、「
こ
う
や
っ
て
胸
を
張
る
」、
「
鼻
が
高
く
な
る
」
な
ど
、
自
慢
話

と
な
り
、
中
越
地
協
へ
の
協
力
度
が
増
す
。

39
7　
LS
C
の
相
談
事
例
は
、
何
か
月
の
も
の
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
機
関
紙
に
載
せ
て
い
る
。

あ
る
。
機
関
紙
は
、
記
事
の
打
ち
込
み
か
ら
編
集
ま
で
す
べ
て
の
作
業
を
、
金
子
事
務
局

長
が
行
っ
て
い
る
。

機
関
紙
は
、
組
合
員
20
人
に
１
枚
が
配
ら
れ
る
形
で
印
刷
さ
れ
て
郵
送
さ
れ
て
い

る
。
月
３
回
の
機
関
紙
発
行
の
効
果
に
つ
い
て
見
る
と
、
中
越
地
協
と
単
組
の
組
合
員
、

単
組
幹
部
と
組
合
員
を
繋
ぐ
血
液
や
両
者
間
・
３
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性

剤
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
金
子
事
務
局
長
は
、「
組
織
の
中
は
と
に
か
く
機

関
紙
を
軸
に
し
て
、
風
通
し
の
い
い
組
織
形
態
を
作
る
」
こ
と
に
し
た
と
、
機
関
紙
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。

単
組
幹
部
と
組
合
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す

る
。
機
関
紙
に
は
、
自
前
型
組
合
活
動
の
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
活

動
、
そ
の
ほ
か
、
釣
り
大
会
、
サ
ッ
カ
ー
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
情
報
な
ど
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。
組
合
員
の
中
に
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
関

心
の
強
い
人
が
い
る
が
、
そ
の
人
に
も
機
関
紙
は
強
い
味
方
と
な
る
。
１
つ
の
事
例
は
、

「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
」
の
サ
ッ
カ
ー
試
合
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
無
料
配
布
で
あ
る
。
１

人
当
た
り
30
枚

39
5
ま
で
無
料
で
配
布
す
る
が
、
申
し
込
み
は
組
合
員
個
人
で
も
組
合
単

位
で
も
大
丈
夫
で
あ
り
、
ま
た
、
直
接
、
チ
ケ
ッ
ト
を
と
り
に
く
る
こ
と
も
フ
ァ
ク
ス
に

て
申
し
込
み
、
郵
送
で
送
っ
て
あ
げ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
と
り
に
く
る
組
合
員
に

は
、
郵
便
物
な
ど
届
け
物
を
渡
し
て
、
当
組
合
員
の
組
合
委
員
長
に
渡
す
よ
う
に
頼
む
こ

と
も
あ
る
。
組
合
員
は
、
そ
れ
を
手
渡
す
こ
と
に
よ
り
、
組
合
委
員
長
と
の
接
点
が
で

き
、
組
合
員
と
執
行
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
。
も
し
そ
の
郵
便
物
が
、

中
越
地
協
活
動
に
関
す
る
動
員
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、「
封
筒
を
開
け
る
と
、
全
く
無
視
で

き
な
く
な
る
」
こ
と
に
な
り
、
単
組
の
中
越
地
協
活
動
へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
に
繋
が
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
チ
ケ
ッ
ト
を
渡
す
時
に
、「
ア
ル
ビ
も
い
い
け
ど
、
た
ま
に
は
こ
っ

ち
手
足
ら
ん
と
き
は
頼
む
よ
な
」
と
い
う
と
、
動
員
に
協
力
し
て
く
れ
る
。

組
合
員
が
興
味
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
サ
ッ
カ
ー
以
外
に
囲
碁
、
将
棋
、
釣
り
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
組
合
員
は
、
機
関
紙
を
通
じ
て
、
囲
碁
大
会
・
将
棋
大
会
な
ど
の

39
5　
最
も
安
い
ビ
ジ
タ
ー
席
（
自
由
席
）
で
も
大
人
2,
00
0
円
（
当
日
購
入
2,
50
0
円
）、
小
中
高

1,
00
0
円
（
当
日
購
入
1,
50
0
円
）
で
あ
る
。
中
越
地
協
は
、
年
会
費
を
納
め
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
の
応
援
団
に
加
盟
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
チ
ケ
ッ
ト
を
も
ら
っ
て
い
る
。
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っ
て
い
る
が
、
最
近
４
年
間
、
年
度
平
均
的
に
収
入
の
17
.5
％
を
占
め
て
い
る
。
繰
越

金
は
、
20
07
年
度
ま
で
増
加
し
た
が
、
20
08
年
度
は
減
少
し
て
い
る
。
雑
収
入
は
、
預

金
利
息
、
祝
儀
、
印
刷
代
、
そ
の
他
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
収
入
の
１
～
３
％
の
間

図
表
１
２
－
２
　
中
越
地
協
の
収
入
と
項
目
別
割
合
の
推
移
（
決
算
ベ
ー
ス
）

20
05
年
度

20
06
年
度

20
07
年
度

20
08
年
度

合
計
（
円
）

13
,7
29
,9
61

17
,0
33
,6
19

18
,8
62
,8
81

30
,8
18
,4
13

会
費
（
％
）

61
.8

0
0

0

交
付
金
（
％
）

13
.1

60
.6

54
.7

64
.3

助
成
金
（
％
）

15
.7

18
.5

21
.9

13
.7

繰
越
金
（
％
）

7.
9

17
.4

22
.1

19
.5

雑
収
入
（
％
）

1.
5

3.
5

1.
3

2.
5

出
所
：
中
越
地
協
『
連
合
中
越
定
期
総
会
議
案
書
』
各
年
。

39
9　
支
部
交
付
金
は
、
1
支
部
ご
と
に
基
本
的
に
か
か
る
費
用
と
し
て
定
額
30
万
円
を
交
付
す
る
が
、

そ
の
ほ
か
、
組
合
員
数
に
合
わ
せ
て
配
分
し
て
い
る
。

図
表
１
２
－
３
　
中
越
地
協
の
支
出
項
目
別
割
合
の
推
移
（
決
算
ベ
ー
ス
）

（
単
位
：
％
）

20
05
年
度

20
06
年
度

20
07
年
度

20
08
年
度

支
部
交
付
金
39
9

0
0

0
21
.1

人
件
費

 
26
.5
(注
１
)

7.
2

12
.0

11
.0

総
務
費

15
.4

13
.8

11
.7

11
.5

会
議
費

6.
2

6.
3

5.
7

5.
4

活
動
費

34
.8

45
.3

42
.8

26
.3

備
品
費

0
0.
3

0.
2

0.
5

特
別
会
計
支
出

0.
7

1.
7

1.
6

 
1.
6(
注
2)

予
備
費

0
0.
9

0
2.
4

次
年
度
繰
越
金

15
.7

24
.5

26
.0

20
.2

（
注
１
）　
20
05
年
度
の
場
合
、
人
件
費
に
事
務
局
長
専
従
分
担
金
の
17
.5
％
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

　
　
　
支
出
項
目
に
上
記
項
目
以
外
に
組
織
強
化
基
金
（
0.
7％
）
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
地
協
の
結
成

　
　
　
20
年
や
メ
ー
デ
ー
80
回
目
等
の
節
目
に
使
う
た
め
に
積
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
注
２
）　
20
08
年
度
の
場
合
、
特
別
会
計
支
出
は
積
立
金
で
あ
る

出
所
：
中
越
地
協
『
連
合
中
越
定
期
総
会
議
案
書
』
各
年
。

れ
る
の
も
何
も
全
部
オ
ー
プ
ン
に
し
て
や
る
こ
と
で
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
な
け

れ
ば
自
分
で
辞
任
し
て
お
り
れ
ば
い
い
し
、
立
候
補
し
な
け
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
し
。
問

題
は
そ
う
い
う
何
ら
か
の
自
分
自
身
が
組
合
員
の
検
証
す
る
対
象
に
さ
れ
て
い
く
と
い
う

こ
と
を
自
分
で
そ
う
い
う
場
を
作
ら
な
け
れ
ば
だ
め
だ
」
と
、
金
子
事
務
局
長
は
思
っ
て

い
る
。
組
合
員
か
ら
の
検
証
や
批
判
を
足
が
か
り
に
毎
日
新
陳
代
謝
を
行
い
、
自
己
革
新

を
遂
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
１
人
が
特
定
の
ポ
ス
ト
に
長
く
つ
い
て
い
る
と
出
て
き

や
す
い
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
金
子
事
務
局
長
は
、
約

20
年
間
中
越
地
協
の
事
務
局
長
を
務
め
て
き
た
が
、
機
関
紙
と
と
も
に
自
己
革
新
を
遂

げ
て
き
た
結
果
、
万
能
型
地
協
を
築
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。

５
　
透
明
な
財
政
運
営
と
財
政
の
効
率
化

中
越
地
協
は
、
費
目
（
会
計
科
目
）
を
連
合
新
潟
の
も
の
に
合
わ
せ
て
、
透
明
な
財
政

の
運
営
に
努
め
て
い
る
。
連
合
新
潟
は
、
以
前
、
12
地
協
を
10
地
協
に
再
編
す
る
時

に
、
統
一
し
た
会
計
科
目
を
作
り
、
そ
れ
ま
で
の
地
協
財
政
を
全
部
見
直
し
た
。

中
越
地
協
は
、
最
近
３
年
間
、
収
入
が
増
え
て
い
る
（
図
表
12
－
２
参
照
）。
前
年
度

比
増
加
率
は
、
20
06
年
度
24
.1
％
、
20
07
年
度
10
.7
％
、
20
08
年
度
28
.9
％
で
あ

る
。
た
だ
し
、
20
08
年
度
は
支
出
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
支
部
交
付
金
（
65
0
万
円
）
は

除
か
れ
て
い
る
。
20
08
年
度
か
ら
、
長
岡
市
周
辺
の
６
地
域
が
中
越
地
協
の
支
部
と
し

て
再
編
さ
れ
て
お
り

39
8 、
以
前
、
連
合
新
潟
か
ら
支
給
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
へ
の

交
付
金
が
中
越
地
協
を
経
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
と
も
な
う
変
化
で
あ

る
。 中
越
地
協
は
、
20
05
年
度
ま
で
、
構
成
組
合
か
ら
毎
月
組
合
員
１
人
当
た
り
50
円
の

会
費
を
集
め
て
い
た
。
そ
れ
が
収
入
の
６
割
以
上
を
占
め
て
い
た
が
、
20
06
年
度
か
ら

は
会
費
徴
収
を
と
り
や
め
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
連
合
新
潟
か
ら
の
交
付
金
が
収
入
の
６

割
前
後
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
助
成
金
は
、
連
合
新
潟
、
自
治
体
、
そ
の
他
か
ら
な

39
8　
栃
尾
支
部
、
見
附
支
部
、
小
千
谷
支
部
、
北
魚
沼
支
部
、
南
魚
沼
支
部
、
そ
し
て
十
日
町
支
部
で

あ
る
。
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賞
し
た
何
々
労
組
な
ん
て
書
い
て
あ
る
わ
け
だ
。
聞
か
れ
て
み
ん
な
く
る
わ
け
だ
」
と
い

う
形
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
生
か
し
て
多
く
の
組
合
員
に
地
協
活
動
に
巻
き
込
む
の
で
あ
る
。

ま
た
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
が
割
り
当
て
ら
れ
る
が
、
で
き
る
だ

け
事
務
局
長
や
議
長
よ
り
も
そ
の
人
に
、
挨
拶
等
の
主
催
者
と
し
て
の
役
割
を
は
た
す
よ

う
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
本
人
が
成
長
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
と
の
繋
が
り
が

太
く
な
る
。
人
を
よ
く
使
い
生
か
し
て
い
る
。

第
３
に
、
N
PO
活
動
を
生
か
し
て
、
一
般
市
民
、
企
業
等
を
巻
き
込
む
。
約
6,
50
0

人
の
一
般
市
民
が
N
PO
活
動
に
関
わ
っ
て
お
り
、
長
岡
に
所
在
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の

企
業
が
N
PO
法
人
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
に
な
っ
て
い
る
。

第
４
に
、
金
を
生
か
し
て
単
産
・
単
組
を
巻
き
込
む
。
そ
の
際
、
機
関
紙
を
活
用
し
て

い
る
。
機
関
紙
の
創
刊
60
0
号
な
ど
の
節
目
に
、
機
関
紙
に
名
刺
広
告
を
載
せ
る
が
、
そ

れ
に
は
一
定
の
広
告
費
を
も
ら
う
。「
お
金
を
出
せ
ば
機
関
紙
60
0
号
だ
と
い
う
こ
と

で
、
簡
単
に
い
え
ば
お
金
を
出
す
わ
け
だ
か
ら
、
そ
う
す
れ
ば
、
ち
ゃ
ん
と
見
る
し
、

60
0
号
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
お
れ
は
金
を
出
し
た
と
く
る

ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
金
を
集
め
る
と
人
が
動
く
ん
で
す
」
と
い
う
形
で
、
金
を
媒
介

に
多
く
の
単
産
・
単
組
や
組
合
員
を
地
協
運
動
に
巻
き
込
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
巻
き
込
み
手
腕
に
対
し
、
連
合
新
潟
の
江
花
会
長
は
、「
様
々
な
活
動
内
容

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
人
の
生
か
し
方
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
見
事
だ
と
思
い
ま

す
40
2 」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

40
0　
組
合
員
で
あ
っ
て
も
組
合
に
積
極
的
に
関
心
を
も
っ
て
い
な
い
人
も
い
る
。
そ
う
い
う
人
に
と
っ

て
、「
（
機
関
紙
に
：
筆
者
）
そ
ん
な
組
合
の
こ
と
ば
っ
か
り
書
い
て
、
読
ま
ね
え
で
す
よ
。
そ
の
上
、

組
合
費
と
ら
れ
た
上
に
、
さ
ら
に
動
員
も
出
る
の
か
」
と
い
う
ふ
う
に
組
合
を
面
倒
が
る
人
も
い
る

が
、
そ
の
人
々
の
中
に
は
、
レ
ク
に
興
味
を
も
つ
人
が
い
る
。
様
々
な
レ
ク
情
報
が
入
っ
て
い
る
機
関

紙
は
、
彼
ら
に
も
興
味
の
あ
る
情
報
誌
と
な
っ
て
い
る
。

40
1　
囲
碁
や
将
棋
や
釣
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
と
、
参
加
費
が
い
く
ら
か
か
か
る
が
、「
ち
ゃ
ん

と
組
合
を
通
し
て
く
れ
、そ
う
し
た
ら
ち
ゃ
ん
と
組
合
か
ら
参
加
費
の
1,
00
0
円
ぐ
ら
い
補
助
す
る
」。

こ
う
し
た
参
加
費
補
助
を
通
じ
て
、
も
っ
と
多
く
の
組
合
員
が
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

40
2　
『
れ
ん
ご
う
中
越
地
協
』
第
60
0
号
、
20
08
年
3
月
21
日
。

を
推
移
し
て
い
る
。

中
越
地
協
の
最
近
４
年
間
の
支
出
項
目
別
割
合
は
、
上
記
の
図
表
12
－
３
の
通
り
で

あ
る
。
年
度
に
よ
り
、
支
出
項
目
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
正
確
な
比
較
は
で
き
な
い
。
特

に
、
20
05
年
度
は
人
件
費
の
中
に
事
務
局
長
専
従
分
担
金
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
20
08
年
度
に
は
新
た
に
支
部
交
付
金
が
入
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

中
越
地
協
は
、
財
政
の
効
率
化
に
努
め
て
い
る
が
、
そ
の
１
つ
が
幹
事
会
等
の
参
加
費

用
で
あ
る
。
参
加
費
用
は
、
交
通
費
に
対
す
る
実
費
支
払
い
の
み
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
の

手
当
は
一
切
な
く
し
た
。
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
当
番
は
１
日
1,
00
0
円
と
昼
食
提
供
、
様
々
な

活
動
へ
の
動
員
に
は
日
当
な
ど
の
手
当
は
一
切
払
わ
な
い
。
そ
う
し
た
緊
縮
財
政
で
、

「
連
合
新
潟
か
ら
の
交
付
金
で
金
が
な
い
か
ら
で
き
ま
せ
ん
な
ん
て
い
う
こ
と
は
１
つ
も

な
い
」
と
い
う
。

６
　
巻
き
込
み
手
腕

金
子
事
務
局
長
は
、
事
務
局
の
仕
事
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
事
務
局
の
仕

事
と
い
う
の
は
、
自
分
が
ひ
た
す
ら
汗
を
か
く
こ
と
で
は
な
く
て
、
人
を
動
か
す
た
め
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
う
や
っ
て
作
る
か
。
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
寄
せ
た
り
、
連
合
の
組
織

の
中
の
一
つ
ひ
と
つ
の
眠
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
起
こ
し
て
動
い
て
も
ら
う
こ
と
が
事
務
局

の
仕
事
で
あ
り
、
動
く
た
め
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
の
を
事
務
局
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
多
く
の
人
を
巻
き
込
む
形
で
地
協
運
動
を
す
す
め
て
き
て

い
る
。
い
く
つ
か
の
巻
き
込
み
手
腕
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
第
１
に
、
組
合
O
B
を
巻
き
込
む
こ
と
で
あ
る
。
LS
C
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
、
機
関
紙
の
梱
包
、
N
PO
活
動
等
、
多
く
の
地
協
活
動
に
関
わ
る
機
会
を
O
B
に
与

え
て
、
O
B
の
力
を
生
か
し
て
い
る
。

第
２
に
、
年
中
イ
ベ
ン
ト
を
生
か
し
て
レ
ク
な
ど
に
興
味
あ
る
組
合
員

40
0
を
巻
き
込

む
。
中
越
地
協
は
、「
年
中
イ
ベ
ン
ト

40
1
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
こ
れ
、
本
当
に
何
で
こ

ん
な
に
や
る
と
い
う
ほ
ど
や
っ
て
い
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
ど
こ
か
で
組
合
員
が
引
っ
掛

か
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
引
っ
掛
か
っ
た
組
合
員
と
い
う
の
は
、
必
ず
他
の
組
合

員
に
、
お
れ
、
行
っ
て
き
た
と
か
、
ど
う
だ
っ
た
と
か
、
組
合
員
が
知
ら
な
く
て
も
、
入

－62－



に
目
指
す
べ
き
運
動
が
で
き
な
い
と
考
え
な
い
で
、
そ
れ
を
ば
ね
に
運
動
を
も
っ
と
強
め

る
こ
と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
の
か
を
、
金
子
事
務
局

長
は
中
越
地
協
の
運
動
を
通
じ
て
示
し
た
。
ハ
ン
デ
ィ
さ
え
生
か
す
と
い
う
逆
転
の
発
想

が
全
国
の
地
協
運
動
に
広
が
っ
て
い
け
ば
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
顔
の
見
え
る
組
合
運

動
」
の
明
る
い
未
来
が
展
開
さ
れ
る
と
確
信
す
る
。

第
４
節
　
ま
と
め
―「
万
能
型
地
協
」
の
普
及
―

中
越
地
協
は
、
全
員
参
加
に
よ
る
万
能
型
地
協
の
活
動
を
は
た
し
て
い
る
。
全
員
参
加

は
、
地
協
の
構
成
員
で
あ
る
組
合
員
だ
け
で
は
な
く
、
N
PO
活
動
等
を
通
じ
て
、
地
協

の
所
在
地
の
多
く
の
人
を
も
含
む
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
中
越
地
協
の
活
動

は
、
金
子
事
務
局
長
の
個
人
的
な
力
量
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
そ
の
力
量
の
１
つ

が
人
々
を
巻
き
込
む
手
腕
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
組
合
員
・
市
民
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
顔
の
見
え
る
地
域
運
動
」
を
展
開
し
て

い
る
。
連
合
新
潟
の
江
花
会
長
は
、
金
子
事
務
局
長
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
た
地
協
の
活
動
を

「
金
子
モ
デ
ル
」
と
名
づ
け
て
い
る
。「
金
子
モ
デ
ル
を
み
て
『
あ
あ
、
あ
れ
は
い
い
な
』

と
い
う
も
の
を
取
り
入
れ
る
だ
け
の
意
欲
、
熱
意
」
を
も
っ
た
人
材
を
ど
う
発
掘
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
あ
る
い
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
育
成
し
て
い
け
る
か
が
大
き
な
焦
点
と
な

る
。「
互
い
の
運
動
交
流
の
中
か
ら
、お
互
い
に
学
び
合
う
こ
と
」
が
何
よ
り
肝
要
で
あ
る
。

連
合
新
潟
は
、「
金
子
モ
デ
ル
」
を
県
内
に
拡
大
し
よ
う
と
狙
い
、
20
09
年
11
月
か

ら
金
子
事
務
局
長
を
県
の
労
福
協
の
専
務
理
事
に
充
て
る
こ
と
に
し
た
。「
金
子
モ
デ

ル
」
の
県
内
拡
大
に
よ
り
、
地
協
が
「
ど
う
や
っ
て
地
域
間
交
流
で
自
ら
の
レ
ベ
ル
を
変

え
て
い
く
の
か
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

連
合
で
は
、
20
06
年
か
ら
10
6
モ
デ
ル
地
協
運
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
中
越
地
協

の
発
掘
は
今
後
の
運
動
に
大
き
な
推
進
力
の
１
つ
に
な
る
と
見
ら
れ
る
。「
金
子
モ
デ

ル
」
の
全
国
拡
大
を
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
な
選
択
肢
の
１
つ
と
い
え
よ
う
。

地
協
運
動
は
専
従
の
事
務
局
長
１
人
で
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
多
く
の
人
が
参
加
し

支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
う
ま
く
い
か
な
い
。
事
務
局
長
の
重
要
な
仕
事
は
、
自
ら
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
活
動
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
人
が
運
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
機
会

を
作
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
人
々
を
生
か
す
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
一
言
で
い
え
ば

「
巻
き
込
み
手
腕
」
で
あ
る
。
こ
の
巻
き
込
み
手
腕
は
、
出
身
産
別
を
も
た
な
い
ハ
ン
デ

ィ
を
克
服
す
る
形
と
し
て
発
揮
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
協
や
事
務
局
長
に
は
何
ら
か
の
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
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